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今
年
度
同
窓
会
総
会
が
、
去
る
7
月
1
6
日
、
ア
キ
タ
ニ
ュ
ー
ク
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

於
い
て
開
催
さ
れ
た
。
約
百
二
十
名
の
参
加
を
得
て
活
発
な
議
論
が
交
さ
れ
、
案
件

は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
総
会
の
後
、
J
R
東
日
本
に
勤
務
の
松

本
岸
雄
氏

を
傾
け
た
。

（
S
3
9
卒
）
　
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
興
味
深
い
話
に
耳
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講演中の松本氏

則
改
正
を
機
に

本
同
窓
会
の
一

層
の
発
展
を
図

。
た
い
」
と
の

挨
拶
。
続
い
て

松
岡
校
長
が

「
文
武
両
道
を

掲
げ
な
が
ら
、

そ
の
根
底
と
な

る
健
全
な
人
間

会
は
佐
藤
一
誠
氏
（
S
3
9
卒

男
鹿
市
長
）
　
の
進
行
で
始
ま
り
、

校
歌
斉
唱
、
物
故
者
へ
の
黙
頑

の
後
、
丸
山
会
長
か
ら
、
「
会

費
の
納
入
も
順
調
で
あ
。
、
会

教
育
を
目
指
し
、

生
徒
の
心
を
つ

か
み
、
職
員
と

の
和
を
大
切
に

す
る
こ
と
に
心

掛
け
て
学
校
運
営
に
当
た
り
た

い
」
と
挨
拶
。

丸
山
会
長
の
司
会
で
議
事
に

入
る
。
最
初
に
田
口
事
務
局
長

か
ら
会
務
報
告
、
次
に
各
委
員

会
の
報
告
に
移
っ
た
。
企
画
委

員
会
の
大
友
委
員
長
か
ら
、
今

年
度
か
ら
入
会
式
を
卒
業
式
と

切
。
離
し
て
、
二
月
上
旬
に
行

う
、
会
則
の
改
正
に
伴
う
役
員

改
選
を
来
年
度
に
実
施
し
た
い
。

財
政
委
員
会
の
豊
口
委
員
長
か

ら
、
会
費
の
納
入
状
況
が
順
調

で
あ
る
。
会
則
改
正
に
伴
い
全

会
員
に
送
付
す
る
た
め
、
「
同

窓
会
だ
よ
。
」
　
の
発
行
費
が
大

幅
に
増
え
た
。
広
報
委
員
会
の

藤
原
副
委
員
長
か
ら
は
、
「
同

窓
会
だ
よ
り
」
　
の
紙
面
を
四
面

か
ら
六
面
に
増
や
し
、
よ
。
充

実
し
た
内
容
に
し
て
い
き
た
い
。

名
簿
委
員
会
の
工
藤
委
員
長
か

ら
は
、
名
簿
の
訂
正
を
正
確
に

し
て
い
き
た
い
、
名
簿
の
残
部

を
、
購
入
希
望
の
P
T
A
父
兄

に
半
額
で
販
売
し
た
い
な
ど
の

報
告
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
事
務
局
か
ら
、
平

成
六
年
度
収
支
決
算
、
七
年
度

事
業
計
画
、
予
算
案
の
説
明
が

あ
り
、
満
場
一
致
で
承
認
。

ま
た
、
「
羽
城
館
」
　
の
活
用

に
つ
い
て
の
提
言
、
硬
式
野
球

部
の
甲
子
園
出
場
に
際
し
て
の
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募
金
方
法
や
使
途
に
関
す
る
提

言
な
ど
も
あ
り
、
活
発
な
議
論

が
交
さ
れ
た
。

議
事
修
了
後
、
椎
名
前
校
長
、

河
先
前
教
頭
、
、
桝
田
前
事
務

長
の
3
名
に
慰
労
金
を
贈
。
、

会
を
終
え
た
。

最
後
に
、
J
R
東
日
本
工
事

事
務
所
に
勤
務
さ
れ
る
松
本
岸

雄
氏
（
S
3
9
卒
）
　
の
記
念
講
演

が
行
わ
れ
た
。
新
幹
線
が
建
設

さ
れ
る
に
至
っ
た
歴
史
的
経
緯

や
現
在
建
設
中
の
秋
田
新
幹
線

の
詳
し
い
し
く
み
な
ど
、
専
門

家
の
立
場
か
ら
大
変
興
味
深
い

お
話
し
で
、
参
加
者
に
深
い
感

銘
を
与
え
た
。
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わ
れ
ら
の
安
倍
興
さ
ん

建
設
未
匝
轟
鯵
さ
れ
る

建
設
省
が
7
月
の

第
4
7
回
国
土
建
設
週

間
に
当
た
。
、
建
設

事
業
関
係
功
労
者
に

建
設
大
臣
表
彰
を
行
っ

た
が
、
本
県
で
は
、

わ
れ
ら
の
尊
敬
す
る

安
倍
興
さ
ん
（
昭
和
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硬
式
野
球
部
東
北
3
1
年
ぶ
。
V

l
来
年
春
の
選
抜
当
確

5
年
奉
業
、
8
7
歳
）
が
表
彰
の
栄

誉
に
輝
い
た
。

安
倍
興
さ
ん
は
、
「
伝
統
は
生

き
て
い
る
」
　
（
サ
ン
ケ
イ
新
聞
発

行
）
昭
和
縮
一
頁
に
載
っ
て
い
る

本
校
が
生
ん
だ
傑
物
で
、
陸
上
競

技
部
内
に
誕
生
し
た
ラ
グ
ビ
ー
の

主
将
。
部
長
の
伊
達
義
行
先
生

（
柔
道
八
段
）
に
断
り
も
な
く
用

具
を
買
。
込
み
五
十
円
借
金
し
た

こ
と
が
、
逆
に
幸
い
し
て
、
部
と

し
て
の
独
立
の
起
源
と
な
っ
た
。

昭
和
2
5
年
よ
。
建
設
業
に
携
わ

。
、
以
来
ラ
グ
ビ
ー
精
神
で
一
途

に
精
進
。
第
一
建
設
株
式
会
社
取

締
役
会
長
に
就
任
、
業
界
の
近
代

化
に
尽
力
さ
れ
た
。

今
回
の
受
賞
は
そ
の
功
労
が
認

め
ら
れ
た
も
の
。
心
か
ら
お
め
で

と
主
言
い
た
い
。
（
醐
撃
面
）

秋
の
新
人
戦
秋
田
大
会
で
優

勝
し
て
勢
い
に
乗
る
母
校
ナ
イ

ン
は
、
盛
岡
に
乗
。
込
み
、
東

北
大
会
（
1
0
月
8
～
1
0
日
）
　
を

行
っ
た
。
苦
し
い
戦
い
を
余
儀

な
く
さ
れ
な
が
ら
、
知
将
小
野

巧
監
督
の
妥
配
の
も
と
、
東
北

高
校
、
盛
岡
大
付
、
学
法
石
川

（
福
島
）
と
、
東
北
の
強
豪
私

立
校
を
僅
差
で
次
々
に
敗
。
、

さ
ん
ま
る

去
る
八
月
、
同
期
の
〝
三
〇

会
〟
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

母
校
を
卒
業
し
て
四
十
年
、

歳
月
の
重
み
と
懐
か
し
さ
に
、

皆
胸
を
熱
く
し
て
語
。
合
い
、

杯
を
交
わ
し
合
っ
た
。

思
え
ば
、
昭
和
二
十
七
年
春
、

女
生
徒
H
期
生
と
し
て
、
わ
ず

か
三
十
名
が
駅
前
校
舎
へ
入
学

し
、
十
五
名
ず
つ
二
ク
ラ
ス
が

共
学
と
な
っ
た
。
何
を
し
て
も

目
立
つ
緊
張
の
日
々
で
あ
っ
た

が
大
切
に
し
て
い
た
だ
い
た
。

当
時
は
、
学
校
も
さ
ぞ
女
生
徒

の
扱
い
に
戸
惑
わ
れ
、
気
遣
わ

れ
た
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
と
感
謝

で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

駅
前
校
舎
は
あ
く
ま
で
も
、

男
子
校
然
と
し
て
質
素
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
一
角
に
陽
当
た
り

の
よ
い
女
生
徒
専
用
の
部
屋
が

設
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
だ
け

は
新
し
く
塗
装
さ
れ
、
姿
見
や

テ
ー
ブ
ル
の
あ
る
憩
い
の
部
屋

で
あ
っ
た
。
小
人
数
で
心
細
い

私
た
ち
に
と
っ
て
、
お
し
ゃ
べ

。
や
お
し
ゃ
れ
、
笑
い
に
満
ち

明
に
残
っ
て
い
る
。
　
特
に
、

意
義
深
い
出
来
事
と
し
て
は
、

秋
高
女
生
徒
と
し
て
の
意
気
を

高
め
、
親
睦
を
図
る
た
め
に
結

成
さ
れ
た
「
若
菜
会
」
　
の
創
設

で
あ
っ
た
。

卒
業
後
、
恩
師
を
お
招
き
し
、

開
催
す
る
必
要
を
感
じ
な
い
時

勢
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
ん
と
若
菜
会
の
名
を
耳
に
す

る
こ
と
も
無
く
、
案
内
も
跡
絶

え
て
し
ま
っ
た
。
無
用
説
さ
え

も
聞
こ
え
て
く
る
昨
今
、
大
変

寂
し
く
思
う
者
の
一
人
で
あ
る
。

嘗提

さ
さ
や
か
に
と
も
る
灯
の
よ
う
に

腰
　
山
　
照
　
子
（
泉
小
学
校
長
昭
和
3
0
年
卒
）

た
安
ら
ぎ
の
場
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
女
子
校
か
ら
佐
藤
カ

ツ
先
生
が
赴
任
さ
れ
、
私
た
ち

の
面
倒
を
み
て
下
さ
っ
た
。
粋

で
優
秀
な
先
輩
－
期
生
に
導
か

れ
な
が
ら
、
秋
高
生
活
を
楽
し

く
華
や
い
で
送
っ
た
思
い
が
鮮

遠
来
の
友
を
交
え
て
の
若
菜
会

は
楽
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
同
期
会
と
同
様
に
、
格

別
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

時
は
流
れ
、
母
校
で
は
女
生

徒
が
四
割
近
く
を
占
め
て
い
る

今
、
取
り
立
て
て
女
性
の
会
を

な
ぜ
な
ら
、
私
た
ち
の
母
校

に
対
す
る
誇
り
と
寄
せ
る
思
い

の
中
に
は
、
輝
い
て
い
た
当
時

の
若
菜
会
が
綿
々
と
生
き
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

集
い
を
通
し
て
、
秋
高
の
歴
史

の
中
に
誕
生
し
た
若
菜
会
の
意

味
を
知
り
、
品
位
あ
る
女
性
と

し
て
先
輩
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
数

多
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
後
輩
に
伝
え

る
価
値
と
意
味
の
あ
る
こ
の
集

い
を
、
大
事
に
し
た
い
と
思
う
。

輝
や
か
し
い
歴
史
と
伝
統
に

支
え
ら
れ
、
素
晴
ら
し
い
人
材

を
世
に
送
っ
て
い
る
堂
々
た
る

秋
高
同
窓
会
の
片
隅
に
、
さ
さ

や
か
に
と
も
る
灯
の
よ
う
に
、

親
睦
の
集
い
　
「
若
菜
会
」
が
、

存
在
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願

う
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
集
い
は
、
と

り
も
な
お
さ
ず
私
た
ち
の
母
校

へ
の
熱
い
エ
ー
ル
で
あ
り
、
同

窓
意
識
を
高
め
合
う
意
義
深
い

秤
で
も
あ
る
。

決
勝
釜
石
南
に
2
対
1
で
勝
ち
、

つ
い
に
優
勝
。

東
北
大
会
三
度
（
2
6
年
－
甲

子
園
出
場
な
し
。
2
8
年
よ
。
出

場
。
3
9
年
一
二
度
目
）
　
の
V
と

な
。
、
来
年
春
の
選
抜
を
確
実

な
も
の
に
し
た
。
就
任
以
来
初

制
覇
の
監
督
は
、
ナ
イ
ン
に
歓

喜
の
胴
上
げ
を
さ
れ
た
。

続
い
て
明
治
神
宮
で
行
わ
れ

M

．
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ポ
ー
ト
、

た
全
国
大
会
（
日
月

4
日
よ
り
全
国
八
チ
ー

ム
）
に
も
出
場
し
た
。

一
回
戦
全
国
の
伝
統

校
松
山
商
を
9
－
2

の
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム

で
敗
っ
た
が
、
二
回

戦
福
井
商
に
4
－
8

で
惜
敗
し
た
。

（
詳
細
は
三
面
）

■
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実
力
は
上
な
が
ら

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
3
位

8
月
4
日
よ
。
鳥
取
県
錦
海

漕
艇
場
で
行
わ
れ
た
ボ
ー
ト
。

4
日
の
予
選
で
済
々
贅
を
下

し
意
気
上
が
る
秋
高
か
じ
付
き

フ
ォ
ア
は
、
最
終
日
の
準
決
勝

で
出
場
1
2
ク
ル
ー
中
、
最
高
タ

イ
ム
を
出
し
な
が
ら
、
三
位
に

終
わ
っ
た
。
同
じ
年
の
春
の
選

抜
で
、
二
位
に
食
い
込
み
、
優

勝
を
狙
っ
て
猛
練
習
し
た
だ
け

に
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ
た
。

め
ん
ど
う
見
て
来
た
小
林
吉

則
監
督
（
か
つ
て
の
ボ
ー
ト
部

員
）
は
「
実
力
的
に
一
番
上
。

波
が
出
な
け
れ
ば
間
違
い
な
く

勝
っ
て
い
た
」
と
、
「
連
」
　
の

コ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
差
の
大
き

さ
を
恨
め
し
そ
う
に
述
懐
し
た
。

天
　
上
　
天
　
下

哲
学
者
ニ
ー
チ
ェ
に
「
神
は

死
ん
だ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る

が
、
儒
教
の
国
、
サ
ム
ラ
イ
の

国
1
日
本
で
は
、
「
神
が
い
な

い
な
ら
良
心
の
あ
る
よ
う
行
動

（
鴎
外
）
」
す
べ
き
。

▼
と
こ
ろ
が
最
近
お
か
し
く
な
っ

た
。
政
治
に
仁
者
が
お
ら
ず
、

紳
士
の
銀
行
も
政
治
と
手
を
組

み
、
東
京
協
和
・
安
全
信
組
、

大
和
の
不
正
取
引
き
、
水
死
偽

装
保
険
詐
欺
あ
。
、
人
を
救
う

べ
き
宗
教
で
祈
痛
師
殺
人
、
満

願
寺
の
悪
徳
商
法
、
極
付
け
が

無
差
別
殺
人
の
オ
ー
ム
。
弟
子

を
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
悪
逆
非
道
ぶ
。
。
断
罪
に
処

す
べ
き
。

▼
対
照
的
に
わ
が
母
校
－
秋
田

高
校
は
燦
々
た
る
太
陽
に
恵
ま

れ
た
。
文
武
両
道
の
武
で
赫
々

た
る
戦
果
を
収
め
た
。
ボ
ー
ト

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
三
位
、
軟
式

野
球
の
全
県
優
勝
、
特
に
硬
式

野
球
の
3
1
年
ぶ
。
3
度
目
の
東

北
優
勝
、
明
治
神
宮
全
国
選
抜

に
選
ば
れ
て
来
年
春
の
甲
子
園

出
場
確
実
と
な
っ
た
。

▼
松
岡
校
長
が
東
京
の
同
窓
を

前
に
　
「
秋
高
は
品
性
の
陶
冶
を

精
神
的
核
と
し
て
、
文
武
両
道

に
励
ん
で
い
る
。
オ
ー
ム
に
は

な
ら
な
い
」
と
断
言
し
喝
采
を

浴
び
た
。
学
校
教
育
が
小
中
高

と
も
に
教
斜
曹
心
に
な
り
、
体

声
議
青
を
蔑
ろ
に
す
る
な
ら
、

「
而
立
」
の
年
で
も
右
手
で
サ

リ
ン
の
化
学
式
を
書
き
、
一
方

で
漫
画
を
持
つ
よ
う
な
も
の
。

▼
秋
高
に
い
ま
一
つ
誇
る
べ
き

こ
と
が
あ
る
。
明
石
諌
先
輩
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
紛
争
を
纏
め
上
げ

た
。
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
イ

ス
ラ
ム
教
徒
と
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
歴
史
的
争
い
で
は
、
中
立
公

正
な
手
立
が
不
調
に
終
わ
り
断

念
し
た
が
、
儒
教
的
精
神
と
刀

を
抜
か
な
い
サ
ム
ラ
イ
魂
は
称

賛
さ
れ
る
べ
き
。
力
に
よ
る
和

平
は
ま
が
い
も
の
。
や
が
て
先

輩
の
人
道
主
義
的
立
場
は
見
直

さ
れ
る
は
ず
。
拍
手
し
て
心
か

ら
ご
苦
労
さ
ま
と
言
い
た
い
。
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目
日
新
ル
賊
礪
純
増
㍍
足

1
　
第
二
回
企
画
委
員
会
、
9

月
2
6
日
、
第
三
回
1
0
月
2
5
日
。

と
も
に
卒
業
式
か
ら
分
離
し

た
新
し
い
入
会
式
の
在
。
方

を
審
議
、
案
内
の
よ
う
な
決

定
を
み
た
。

2

な
お
、
「
当
番
年
次
会
」
　
は

1
月
中
旬
に
、
「
若
年
次
会
」

は
2
月
に
行
う
こ
と
に
し
た
。

第
三
回
広
報
委
、
1
0
月
1
3

日
。
「
集
い
」
　
が
多
い
た
め

に
6
面
か
ら
8
面
へ
。
1
2
月

第3回財政委員会（11月2日）

1
0
日
あ
た
。
発
行
。

3
　
第
二
回
壷
華

同
窓
会
名
簿
（
4

千
円
）
を
千
円
で

お
分
か
ち
す
る

（
送
料
は
5
百
円
）
。

45
　
第
三
回
財
政
委
、

日
月
2
日
。
羽
城

館
整
備
の
予
算
を

生
み
出
す
。
外
－

古
村
先
生
の
碑
中

心
に
1
0
万
程
度
は

終
了
。
内
部
の
改

造
3
0
万
位
承
認
。

第
二
回
役
員
会
、

日
月
7
日
。
各
委

員
会
案
承
認
。

自
民
党
の
総
裁
改
選
に
当
。
、

河
野
外
相
を
向
う
に
ま
わ
し
、

橋
本
通
産
相
が
立
候
補
し
た
。

立
候
補
声
明
を
ニ
ュ
ー
ス
で

聞
い
て
い
た
ら
、
思
い
が
け
な

い
言
葉
が
飛
び
出
し
て
来
た
。

「
私
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
と
し
て
、

総
裁
選
に
立
候
補
し
た
い
」
と

言
う
の
で
あ
る
。

何
故
私
が
奇
異
に
感
じ
た
か

と
い
う
に
、
橋
本
龍
太
郎
の
場

合
は
、
本
来
自
民
党
本
道
の
人

間
で
あ
。
、
河
野
洋
平
こ
そ
は

む
し
ろ
迂
回
路
を
辿
っ
た
政
治

家
で
あ
っ
た
。

橋
本
は
二
十
八
才
で
初
当
選

以
来
、
自
民
党
田
中
派
に
所
属

し
た
。
河
野
は
三
十
才
で
代
議

士
に
な
っ
て
、
自
民
党
に
所
属

し
た
も
の
の
、
自
民
党
の
ド
ロ

ド
ロ
し
た
体
質
に
我
慢
出
来
ず
、

同
志
と
と
も
に
新
自
由
ク
ラ
ブ

を
作
っ
て
、
自
民
党
を
飛
び
出

し
た
。一
九
七
六
、
昭
和
五
十
一
年

の
こ
と
で
あ
る
。

か
か
る
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、

橋
本
龍
太
郎
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ

発
言
は
些
か
治
ま
。
の
悪
い
響

き
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

「
私
は
自
民
党
の
本
当
の
良
さ

を
ア
ピ
ー
ル
出
来
る
人
間
と
し

て
立
候
補
し
た
」
と
、
言
っ
た

ら
力
強
く
も
頼
も
し
く
あ
っ
た

こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

平
成
7
年
度
入
会
式

l
　
期
日
　
2
月
1
日
（
木
）

（
離
別
式
・
卒
業
記
念
祭
）

2
　
時
間
　
午
前
1
0
時
か
ら

3
　
式
次
第

の
　
1
0
時
、
来
賓
他
入
場

伺
　
1
0
時
2
0
分
　
入
会
式

○
　
開
会
（
当
番
年
次
）

○
　
会
長
あ
い
さ
つ

○
　
先
輩
激
励
の
こ
と
ば

（
交
渉
中
）

○
　
記
念
品
贈
呈

（
ぶ
ん
ち
ん
決
定
）

○
　
校
友
会
歌
斉
唱

○
　
閉
会
（
当
番
年
次
）

4
　
な
お
当
番
年
次
の
会
は
必

ず
各
2
名
出
席
の
こ
と
。
ま

た
卒
業
生
お
よ
び
同
窓
生
、

出
席
先
生
が
た
に
、
校
友
会

歌
や
同
窓
会
の
説
明
な
ど
し

お
。
を
作
っ
て
渡
す
こ
と
。

さ
ら
に
当
日
祝
賀
会
や
反
省

会
は
行
わ
な
い
。

i
r
L
l
l
l
l
l

良
さ
や
特
性
を
主
張
強
調
し
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

橋
本
の
立
候
補
声
明
は
そ
の

点
で
む
し
ろ
物
足
ら
な
く
す
ら

あ
っ
た
。
一
方
河
野
は
リ
ベ
ラ
ル
で
あ

る
。
自
由
民
主
党
の
民
主
の
部

分
を
代
表
す
る
思
想
の
持
主
で
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－
、
『
秋
高
百
年
史
」
よ
り

こ
の
間
題
は
古
く
て
新
し
い
。

F
秋
高
百
年
史
』
の
第
二
章

に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

「
全
国
の
高
校
の
中
で
創
立

の
古
さ
に
お
い
て
本
校
は
何
番

目
に
な
る
か
と
い
う
素
朴
な
疑

問
が
お
こ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
第
三
十
代
の
校
長
小
野
裏

は
昭
和
八
年
九
月
二
日
、
創
立

六
十
周
年
記
念
式
典
の
な
か
で
、

〝
今
わ
が
秋
田
中
学
校
が
創
立

六
十
年
を
迎
う
る
に
あ
た
。
、

本
校
よ
り
先
に
式
典
を
あ
げ
た

も
の
は
、
和
歌
山
県
立
耐
久
中

学
校
、
京
都
府
立
第
一
中
学
校

お
よ
び
新
潟
県
立
長
岡
中
学
校

の
三
校
で
あ
る
。
な
か
ん
ず
く

耐
久
中
学
校
は
嘉
永
五
年
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
は
し
ば
ら
く
お

く
と
し
て
も
、
明
治
年
間
に
お

い
て
創
立
の
古
き
点
を
い
え
ば

わ
が
秋
田
中
学
校
は
第
三
位
に

い
る
の
で
あ
る
…
…
〟

す
な
わ
ち
第
一
位
、
和
歌
山

県
立
耐
久
中
学
校
、
現
在
の
和

歌
山
県
立
耐
久
高
等
学
校
。

i

r

L

．

l

l

l

l

l

r

．

L

h

u

’

L

h

l

l

l

欲
求
不
満
の
声
が
沸
き
上
が
る

の
は
当
然
で
あ
る
。
落
ち
ぶ
れ

て
も
、
第
一
党
で
あ
る
と
い
う

意
識
か
ら
で
あ
る
。

前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
私
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
と

い
う
言
葉
が
好
き
だ
。
好
き
だ

と
い
う
よ
り
、
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ

し
て
本
校
は
第
四
位
…
…
」

二
、
あ
る
疑
問

引
用
が
長
く
な
っ
た
が
、
こ

の
『
秋
高
百
年
史
』
の
記
載
が

原
典
と
な
。
、
以
後
秋
田
高
校

irLllllllllrlLhlll

将
は
子
供
心
に
自
ら
の
劣
弱
さ

を
知
ら
さ
れ
た
。
走
っ
て
も
、

喧
嘩
し
て
も
、
勉
強
に
お
い
て

も
、
到
底
町
の
子
の
敵
で
は
な

か
っ
た
。
そ
ん
な
シ
ョ
ッ
ク
の

中
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
精
神
で
あ
る
。

一
日
市
町
立
小
学
校
か
ら
県

第
二
位
、
京
都
府
立
第
一
中

学
校
、
現
在
の
京
都
府
立
洛
北

高
等
学
校
、
同
じ
く
第
二
位
、

新
潟
県
立
長
岡
中
学
校
、
現
在

の
新
潟
県
立
長
岡
高
等
学
校
、

（
と
も
に
明
治
五
年
創
立
）
そ

は
全
国
で
四
番
目
に
古
い
高
校

と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
小
生
も

そ
れ
を
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
あ
る
き
っ
か
け
か

ら
果
た
し
て
本
校
は
四
番
目
な

の
か
、
と
の
疑
問
を
持
っ
た
。

本校は全国で創立三番目か

脇摺潤■踪乾

せ掟

■国■

船デ、、、

校長

松　岡　正　樹
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そ
れ
は
上
記
以
外
の
静

岡
県
立
韮
山
高
校
が
本

校
よ
。
古
い
と
の
情
報

を
得
た
か
ら
で
あ
る
。

早
速
、
韮
山
高
校
は

じ
め
耐
久
高
校
、
洛
北

高
校
、
長
岡
高
校
に
問

い
合
わ
せ
て
み
た
。

三
、
学
校
創
立
の
基
準

そ
の
結
果
は
次
の
と

お
。
で
あ
る
。

耐
久
高
校
は
嘉
永
五

年
（
一
八
五
二
年
）
私
塾

耐
久
社
を
も
っ
て
始
ま

。
と
し
、
明
治
2
5
年
私

菅
田
も
組

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ

l㍉l一轄

鴬
谷
澄
夫
璽
芸
）
蒜
野
事
長

今
回
の
選
挙
は
自
民
党
内
の

こ
と
で
あ
り
、
一
般
国
民
に
は

直
接
の
拘
。
は
な
い
。
だ
か
ら

総
裁
立
候
補
者
に
と
っ
て
は
、

自
民
党
議
員
や
党
員
の
心
を
収

撹
す
る
の
が
焦
眉
の
狙
い
で
あ

る
。
自
民
党
の
本
道
か
ら
生
い

立
っ
た
も
の
に
は
、
自
民
党
の

あ
る
。
だ
か
ら
鳩
派
と
言
わ
れ

る
由
縁
だ
。

総
裁
就
任
以
来
河
野
に
問
わ

れ
て
い
る
の
は
、
強
力
な
指
導

性
で
あ
。
、
副
総
理
と
し
て
の

政
治
力
で
あ
る
が
、
村
山
総
理

の
陰
に
甘
ん
じ
て
見
る
べ
き
も

の
が
な
い
。
自
民
党
内
部
か
ら

が
衣
服
を
つ
け
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
」
と
言
っ
て
も
大
き
な
変

り
は
な
い
、
と
自
分
で
思
う
。

生
れ
は
、
井
川
町
で
あ
る
。

当
時
は
ま
だ
、
村
だ
っ
た
。
小

学
校
へ
入
学
す
る
に
当
り
、
一

日
市
町
へ
移
住
し
た
。
村
か
ら

町
へ
移
っ
た
際
、
村
の
餓
鬼
大

立
秋
田
中
学
に
入
っ
て
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
に
磨
き
が
か
か
る
。

上
京
し
慶
応
大
学
に
入
っ
て
も

必
要
不
可
欠
な
寄
り
所
は
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
で
あ
る
こ
と
で
あ
っ

た
。チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
は
常
に
身
構

え
て
い
る
。
馬
鹿
に
さ
れ
ま
い

立
耐
久
学
舎
、
明
治
4
1
年
私
立

耐
久
中
学
校
と
当
校
の
沿
革
史

に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
問
題
は
私
塾
を
も
っ

て
起
源
と
す
る
点
で
あ
る
。

私
塾
と
か
藩
校
・
家
塾
・
郷

と
背
伸
び
を
し
、
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
怠
ら
ず
、
好
奇

心
を
失
わ
ず
、
善
意
を
排
し
、

妥
協
を
嫌
う
。

人
生
を
坂
道
と
見
立
て
る
登

撃
者
で
あ
る
。
頂
上
へ
行
き
つ

か
な
い
う
ち
は
罷
む
こ
と
を
知

ら
な
い
。
し
か
し
、
容
易
に
頂
上
は
来

な
い
。
他
人
か
ら
す
れ
ば
幾
つ

も
頂
上
が
あ
っ
た
よ
う
で
は
あ

る
が
、
当
人
は
小
成
に
甘
ん
じ

は
し
な
い
。

刀
折
れ
矢
志
き
る
ま
で
、
巳

む
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。

橋
本
龍
太
郎
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ

と
言
う
な
ら
、
総
裁
に
な
っ
て

か
ら
も
、
そ
の
精
神
だ
け
は
忘

れ
な
い
で
欲
し
い
と
願
わ
な
い

で
は
居
ら
れ
な
い
。

私
の
場
合
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ

に
後
日
談
が
あ
る
。

「
君
が
秋
田
中
学
を
出
て
慶

応
大
学
の
医
学
部
に
進
ん
だ
と

言
う
こ
と
は
、
何
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
な
ん
だ
い
。
人
生
の
王
道

じ
ゃ
な
い
か
」
と
、
一
畏
友
の

校
・
寺
子
屋
の
類
を
も
っ
て
起

源
と
す
る
な
ら
ば
、
本
県
で
も

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

事
実
、
現
在
の
耐
久
高
校
で

は
古
い
学
校
と
い
う
自
覚
は
あ

る
が
、
全
国
一
な
ど
と
い
う
意

識
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

四
、
学
校
制
度
の
始
ま
り

全
国
で
創
立
の
順
序
を
決
め

る
と
す
れ
ば
、
明
治
五
年
の
学

制
頒
布
以
降
に
す
べ
き
と
小
生

は
思
う
。
な
ぜ
な
ら
我
が
国
の

学
校
制
度
は
明
治
五
年
の
学
制

頒
布
に
始
ま
る
と
い
う
歴
史
的

事
実
を
重
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
で
あ
る
。
百
歩
譲
っ

て
も
明
治
以
降
に
始
ま
。
の
基

準
を
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
す
る
と
第
三
十
代
小
野
校

長
の
「
耐
久
中
学
校
は
嘉
永
五

年
で
あ
る
か
ら
そ
れ
は
し
ば
ら

く
お
く
と
し
て
も
、
明
治
年
間

に
お
い
て
創
立
の
古
き
を
言
え

ば
本
校
は
第
三
位
」
は
そ
の
よ

う
な
意
味
を
含
ん
で
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

本
校
が
勝
手
に
第
一
位
と
し
て

弁
で
あ
る
。
で
も
私
は
納
得
し

な
い
。
「
俺
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
だ
」
と
、

ド
ン
キ
ホ
ー
テ
ー
よ
ろ
し
く
、

危
な
い
橋
を
厭
う
こ
と
な
く
渡
っ

て
来
た
。
病
院
に
人
も
羨
む
磁
気
共
鳴

撮
影
装
置
（
M
R
I
）
が
三
台

も
入
っ
た
。
地
域
医
療
に
微
力

を
捧
げ
た
と
い
う
満
足
感
は
あ

る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
膨
ら

ん
だ
借
金
は
目
を
覆
い
た
く
な

る
程
だ
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
は
い
つ
も
そ

ん
な
に
幸
せ
で
は
な
い
。
不
幸

も
ま
た
チ
ャ
ン
レ
ン
ジ
ャ
の
い

い
発
条
に
な
り
、
土
性
骨
を
支

え
て
く
れ
る
。

私
は
そ
ん
な
す
ご
い
チ
ャ
ン

レ
ン
ジ
ャ
を
夢
見
て
い
る
。

村
か
ら
町
、
町
か
ら
県
都
、

県
都
か
ら
首
都
、
そ
し
て
外
国

に
出
る
機
会
が
重
な
る
に
つ
れ

て
、
チ
ャ
ン
レ
ン
ジ
ャ
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
身
を

以
っ
て
体
験
し
て
い
る
。

き
た
和
歌
山
県
の
耐
久
高
校
は

基
準
外
と
し
て
扱
う
の
が
至
当

で
は
な
か
ろ
う
か
。

五
、
各
校
へ
の
確
認

さ
て
、
第
二
位
と
さ
れ
て
い

る
京
都
府
立
洛
北
高
等
学
校
と

新
潟
県
立
長
岡
高
等
学
校
で
あ

る
が
両
校
に
確
認
し
た
と
こ
ろ

次
の
こ
と
が
判
明
し
た
。

京
都
府
立
洛
北
高
等
学
校
は

明
治
三
年
十
二
月
京
都
府
立
中

学
校
、
新
潟
県
立
長
岡
高
等
学

校
は
明
治
五
年
十
一
月
長
岡
洋

学
校
開
設
を
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

起
源
と
し
て
い
る
。
よ
っ
て
洛

北
高
校
の
方
が
長
岡
高
校
よ
。

古
く
両
校
と
も
本
校
よ
。
古
い
。

ま
た
、
本
校
よ
。
も
古
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
静
岡
県
立

韮
山
高
校
に
照
会
し
た
結
果
、

同
校
沿
革
史
に
は
、
明
治
六
年

足
利
県
韮
山
支
所
下
に
仮
研
究

所
を
開
設
、
同
七
年
校
舎
竣
工
、

韮
山
講
習
所
対
岳
学
校
と
称
す

と
、
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
っ

た
。他
校
の
こ
と
を
言
及
す
る
の

は
真
に
恐
縮
で
あ
る
が
、
韮
山

高
等
学
校
が
明
治
六
年
の
仮
研

究
所
を
起
源
と
す
る
の
か
、
明

治
七
年
の
韮
山
講
習
所
対
岳
学

校
を
起
源
と
す
る
の
か
を
検
討

す
る
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

本
校
の
場
合
は
、
明
治
六
年

九
月
に
当
時
の
蘇
令
が
洋
学
校

を
開
設
せ
し
め
た
公
文
書
が
、

『
秋
田
県
教
育
史
』
に
記
録
さ

れ
、
そ
れ
が
本
校
の
濫
腸
（
起

源
）
　
で
あ
る
こ
と
は
明
白
な
の

で
あ
る
。
韮
山
高
校
の
場
合
も

静
岡
県
の
教
育
史
な
ど
の
文
献

を
あ
た
っ
て
み
る
こ
と
が
必
要

か
と
思
う
。

六
、
明
治
以
降
の
創
立
順
位

以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
見
な

が
ら
明
治
以
降
に
基
準
を
お
い

て
創
立
の
古
さ
を
挙
げ
る
と
す

れ
ば
、
第
一
位
、
京
都
府
立
洛

北
高
等
学
校
（
明
治
三
年
十
二

月
創
立
）
第
二
位
、
新
潟
県
立

長
岡
高
等
学
校
（
明
治
五
年
十

一
月
創
立
）
第
三
位
、
秋
田
県

立
秋
田
高
等
学
校
（
明
治
六
年

九
月
創
立
）
と
な
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
年
（
明
治
六
年
）

は
学
制
頒
布
の
翌
年
に
あ
た
り
、

旧
制
中
学
校
が
全
国
に
二
十
校

創
立
さ
れ
た
と
あ
る
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
岐
阜
高
等
学
校
の
よ

う
に
本
校
の
九
月
一
日
以
降
と

推
定
さ
れ
る
が
、
静
岡
県
立
韮

山
高
等
学
校
の
よ
う
な
例
も
あ

り
、
本
校
が
全
国
創
立
第
三
位

確
定
の
た
め
に
は
も
う
少
し
検

証
す
る
必
要
が
あ
。
そ
う
だ
。

伊
藤
博
次
展
行
わ
る
　
翁
城
館
企
画
展
）

去
る
七
月
八
日
か
ら
九
月
十

六
日
ま
で
、
本
校
校
史
資
料
館

に
て
伊
藤
博
次
展
が
催
さ
れ
た
。

昨
年
の
佐
藤
菊
夫
展
に
続
く

第
二
回
目
の
企
画
展
で
、
近
作

「
潮
風
」
な
ど
十
一
点
、
及
び

ス
ケ
ッ
チ
・
タ
ブ
ロ
ー
・
作
品

集
を
展
示
し
た
。
秋
高
祭
も
あ

っ
て
期
間
中
は
、
多
く
の
在
校

生
、
卒
業
生
が
訪
れ
、
伊
藤
氏

の
絵
の
世
界
に
浸
っ
た
。

＿ニー＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一書
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1937（S12）秋田中学卒業

鷺’194つ孟品雷雲芸票芸誓卒業
次・1970（S45）秋田県芸術文化章
氏・1975（S50）秋田市文化章
略・1979（S54）秋田県芸術選奨
歴・1981（S56）秋田県文化功労賞
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磯

安
倍
興
さ
ん
の
表
彰
を
喜
ぶ

幸
豆

“
違

濃
紺
駁
評
軒

t

≠

善

幸

　

　

　

　

ぢ

1

叶
夢
ナ

略
　
　
歴

平
鹿
郡
増
田
町
　
生
ま
れ

秋
田
中
学
校
卒
　
昭
五
年

秋
田
住
友
生
命
　
　
入
社

同
　
生
命
横
手
支
部
長

秋
田
観
光
ホ
テ
ル
　
専
務

第
一
建
設
株
式
会
社
専
務

同
　
　
社
長
　
昭
2
7
年

同
　
　
会
長
　
平
6
年

大
先
輩
安
倍
興
さ
ん
の
建
設

大
臣
表
彰
を
心
か
ら
喜
び
、
お

祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
関
係

者
か
ら
漏
れ
承
る
と
こ
ろ
に
よ

鼎
建
設
協
会
会
長
　
掛

れ
ば
、
安
倍
さ
ん
の
よ
う
な
高

齢
者
が
表
彰
さ
れ
る
こ
と
は
、

ほ
と
ん
ど
そ
の
例
を
見
な
い
と

の
こ
と
、
ま
さ
に
大
器
晩
成
と

い
う
べ
き
か
。

表
彰
と
い
え
ば
、
確
か
秋
高

創
立
百
二
十
周
年
記
念
で
表
彰

さ
れ
た
記
事
を
読
ん
だ
こ
と
が

あ
る
。
全
く
意
外
で
あ
。
、
安

倍
さ
ん
の
か
く
れ
た
一
面
を
見

る
よ
う
な
気
が
し
た
。

こ
の
よ
う
に
建
設
業
に
お
い

て
も
、
地
道
で
労
多
く
功
の
少

な
い
仕
事
に
、
長
い
年
月
黙
々

と
携
わ
っ
て
来
た
こ
と
が
表
彰

の
対
象
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。
安
倍
さ
ん
と
い

え
ば
、
同
窓
会
の
他
に
も
秋
高

ラ
グ
ビ
ー
部
創
設
者
と
し
て
も

ま
た
県
ラ
グ
ビ
ー
協
会
の
副
会

長
と
し
て
も
名
を
知
ら
れ
て
い

や屋
　
　
　
潔
（
昭
1
5
卒
）

る
の
で
、
秋
高
の
卒
業
生
は
大

抵
知
っ
て
い
る
。
個
性
も
強
く

若
い
時
の
武
勇
伝
、
政
談
演
説

な
ど
安
倍
さ
ん
に
関
す
る
話
題

は
こ
と
欠
か
な
い
。

し
か
し
古
稀
を
過
ぎ
て
か
ら

は
、
秋
田
市
建
設
業
協
会
の
会

長
を
つ
と
め
、
老
骨
に
む
ち
打
っ

て
市
業
界
の
危
機
を
救
っ
た
。
、

今
や
業
界
の
重
鎮
と
し
て
、
そ

鞭
H
H
H
…
黒
招
雷
H
融
藻

、
㌧
∴
∴
∴
ニ
安
倍
輿
氏
の
受
賞
を
諜
え
る

芋

軋
ソ

藤
　
本
　
儀
一
（
華
〇
年
卒
）

、

エ
ピ
ソ
ー
ド
1
　
私
が
秋
中

2
年
の
春
、
校
風
刷
新
を
掲
げ

て
行
わ
れ
る
恒
例
の
生
徒
大
会

が
あ
っ
た
。
そ
の
席
で
、
い
つ

も
油
ま
み
れ
の
学
帽
に
肩
カ
バ

ン
、
上
級
で
も
気
に
食
わ
ん
奴

に
は
見
向
き
も
し
な
い
の
を
脊

め
ら
れ
、
ぶ
ち
上
げ
ら
れ
た
ひ

と
。
の
四
年
生
が
い
た
。
彼
は

憤
然
と
し
て
立
ち
上
が
っ
て
大

演
説
「
み
な
自
分
と
同
級
生
だ
っ

た
の
に
、
な
ん
で
俺
を
あ
げ
る
。

五
年
生
に
は
酒
・
タ
バ
コ
や
ラ

ブ
レ
タ
ー
と
ひ
ど
い
奴
が
居
る

で
は
な
い
か
」
－
そ
れ
が
安
倍

さ
ん
の
反
骨
ぶ
。
を
知
っ
た
最

初
だ
っ
た
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
2
　
そ
の
後
し

ば
ら
く
安
倍
さ
ん
の
姿
が
学
校

か
ら
消
え
た
。
寄
宿
舎
暮
ら
し

を
続
け
る
中
、
寝
汗
の
ひ
ど
さ

に
悩
ま
さ
れ
、
校
医
に
診
て
も

ら
っ
た
ら
、
肋
膜
炎
焙
聖
っ
。

闘
病
二
年
。
そ
れ
が
生
命
果
報

に
も
直
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
同
級

4
年
に
編
入
し
た
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
3
　
以
来
そ
れ

ま
で
の
剣
道
を
止
め
、
新
鮮
な

外
気
を
吸
い
な
が
ら
の
新
し
い

運
動
－
ラ
グ
ビ
ー
に
熱
中
し
た
。

ま
だ
部
が
独
立
し
な
か
っ
た
が
、

彼
の
努
力
が
実
り
、
翌
年
部
創

設
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
そ
の
こ
と

は
二
代
目
主
将
落
合
喜
久
郎

（
昭
6
年
卒
・
故
人
）
　
の
手
記

に
詳
し
い
。
因
み
に
落
合
は
魁

社
で
論
説
委
員
と
し
て
健
筆
を

ふ
る
っ
た
方
だ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
4
　
安
倍
さ
ん

が
昭
5
会
の
席
上
、
必
ず
語
る

そ
の
こ
ろ
の
話
題
二
つ
。
そ
の

一
つ
は
、
肋
膜
に
よ
っ
て
二
年

金
田
勝
年
氏

参
議
院
議
貞
に

金
田
勝
年
氏
（
昭
4
3
年
卒
・

一
橋
大
、
大
蔵
省
主
計
局
）
、

7
月
の
参
議
院
選
挙
で
、
県

民
の
絶
大
な
ご
支
援
に
よ
。
、

見
事
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上

げ
今
後
の
ご
活
躍
を
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

間
の
辛
く
長
い
療
養
生
活
中
、

授
業
料
を
滞
納
し
て
一
旦
は
退

学
を
宣
告
さ
れ
た
。
そ
の
時
、

古
村
精
一
郎
洗
姓
の
盲
で
救

わ
れ
た
。
「
今
日
あ
る
は
先
生

の
お
か
げ
」
と
安
倍
さ
ん
は
い

つ
も
感
慨
深
げ
に
い
う
。
そ
れ

と
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
ク

ラ
ス
担
任
高
松
利
男
先
生
が

「
安
倍
を
暖
か
く
迎
え
な
さ
い
」

と
新
し
い
級
友
に
紹
介
し
た
こ

と
だ
と
い
う
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
5
　
世
の
中
に

出
て
か
ら
の
安
倍
さ
ん
は
、
土

建
業
を
営
み
、
秋
中
時
代
の
数

倍
の
同
級
、
全
県
下
に
わ
た
る

多
数
の
ラ
グ
ビ
ー
仲
間
、
全
国

的
な
人
脈
を
通
し
て
、
県
内
・

中
央
筋
の
移
し
い
情
報
を
駆
使

し
拝
ち
積
極
的
な
押
し
の
一
手

で
今
日
に
至
っ
た
。
鈴
木
弥
五

の
存
在
は
全
県
に
知
れ
渡
っ
て

い
る
。
私
は
安
倍
さ
ん
の
前
半

生
は
余
。
知
ら
な
い
。
し
か
し
、

「
菜
根
譜
」
に
も
あ
る
と
お
。
、

「
肌
を
看
る
に
は
、
只
だ
後
の

半
裁
を
看
よ
」
と
。

晩
年
に
お
け
る
安
倍
さ
ん
の

業
界
に
対
す
る
貢
献
は
立
派
で

あ
っ
た
。
今
回
の
表
彰
は
晩
節

に
花
を
そ
え
る
も
の
と
思
う
。

新
人
戦
’∵

∵
「∴

度
目

の
東
北
制
覇

接
戦
を
気
迫
で
勝
つ

後
藤
我
慢
と
踏
ん
張
る
。

決

　

　

勝

秋
　
田
2
0
0
0
0
0
0
0
0

1
0
0
0
0
0
0
0
0

21

秋
の
新
人
戦
、
全
県
を
制
し

た
硬
式
野
球
部
は
、
そ
の
勢
い

で
、
東
北
大
会
（
1
0
月
7
日
か

ら
）
　
に
臨
ん
だ
。
東
北
有
数
の

強
豪
が
ひ
し
め
く
ブ
ロ
ッ
ク
で

劣
勢
が
伝
え
ら
れ
た
が
、
接
戦

を
勝
ち
進
み
、
3
1
年
ぶ
。
三
度

目
の
東
北
制
覇
を
果
た
し
た
。

一
回
　
戦

秋
　
田
（
秋
田
第
一
代
表
）

2

0

0

1

0

0

0

0

×

0

0

0

0

0

0

0

0

2

東
　
北
（
宮
城
第
二
代
表
）

32

母
校
は
辛
く
も
逃
げ
切
る
。

〓
　
回
　
戦

秋
　
口

0

0

0

0

0

0

1

3

×

0

0

0

1

0

0

0

1

0

42

盛
岡
大
附
（
岩
手
第
一
）

母
校
集
中
力
で
逆
転
勝
ち
。

準
　
決
　
勝

秋
　
田
1
0
1
1
1
0
0
0
0

0
0
0
2
1
0
0
0
0

学
法
石
川
（
福
島
第
二
）

43

郎
代
議
士
の
側
近
と
し
て
、
右

翼
の
児
玉
誉
志
夫
ら
と
も
交
遊
、

斎
藤
恵
三
代
議
士
と
も
親
し
く
、

そ
の
選
挙
応
援
に
来
県
し
た
歌

手
の
東
海
林
太
郎
さ
ん
　
（
大
正

5
年
卒
）
　
と
と
も
に
、
仙
北
郡

下
を
遊
説
、
地
元
の
根
本
龍
太

郎
氏
に
批
判
さ
れ
た
逸
話
も
あ
っ

て
人
脈
の
広
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
6
　
土
建
業
界

で
の
話
題
の
一
つ
。
三
十
数
年

前
の
こ
と
、
当
時
の
県
議
鎌
田

徳
治
さ
ん
（
秋
田
工
業
ラ
グ
ビ
ー

育
て
の
親
）
が
、
落
選
し
た
時

そ
れ
ま
で
の
県
道
路
協
会
長
を

譲
ら
な
か
っ
た
の
で
、
時
の
県

土
建
業
協
会
長
北
林
庄
作
さ
ん

（
大
正
1
5
年
卒
）
が
腹
を
立
て
、

秋
田
ク
ラ
ブ
で
開
か
れ
た
全
県

大
会
の
席
上
、
鎌
田
さ
ん
に
食
っ

て
か
か
っ
た
。
見
か
ね
た
安
倍

さ
ん
、
「
こ
ん
な
大
勢
の
席
上
、

恥
を
か
か
せ
な
く
て
も
い
い
で

は
な
い
か
」
と
割
っ
て
入
っ
た
。

怒
っ
た
北
林
さ
ん
、
「
若
僧
生

意
気
な
奴
」
と
ネ
ク
タ
イ
に
手

を
か
け
、
新
し
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ

を
は
ぎ
取
っ
た
。
安
倍
さ
ん
、

傍
ら
の
ビ
ー
ル
ビ
ン
を
握
る
や

い
な
や
、
「
馬
鹿
者
喧
嘩
は
こ

う
す
る
も
ん
だ
」
と
振
。
払
っ

た
ら
、
北
林
さ
ん
の
鼻
っ
端
に

命
中
、
血
を
噴
く
や
ら
な
ん
の

と
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
そ
の
後

笠
井
重
光
先
輩
（
大
正
1
3
年
卒
）

が
、
両
者
の
和
解
の
宴
を
持
っ

て
く
れ
て
、
め
で
た
く
治
ま
っ

た
。
爾
来
秋
田
の
業
界
の
天
皇
、

柔
道
八
段
の
猛
者
と
親
交
を
結

び
、
安
倍
さ
ん
は
側
近
の
ひ
と

。
と
な
っ
た
と
か
。

同
聞
皿
秋
中
卒
業

以
来
6
5
年
、
創
業
当
時
は
徒
手

空
拳
だ
っ
た
が
、
持
ち
前
の
弁

舌
と
度
胸
の
み
で
、
県
外
大
資

本
の
ひ
し
め
く
業
界
に
あ
っ
て
、

つ
い
に
大
物
業
者
に
な
る
ま
で

は
、
人
に
語
れ
ぬ
苦
労
の
数
々

が
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
不
倒

翁
（
お
き
あ
が
。
こ
ぼ
し
）
　
の

遥
し
さ
を
も
っ
て
切
。
抜
け
た

こ
と
が
結
局
幸
運
を
呼
ん
で
、

今
日
の
隆
盛
を
築
い
た
の
だ
ろ

う
。
常
に
権
力
に
立
ち
向
か
う

正
義
感
、
弱
者
の
見
方
、
さ
ら

に
変
わ
。
身
の
卑
小
明
敏
な
判

断
力
と
い
っ
た
摩
詞
不
思
議
さ

が
彼
の
持
ち
味
で
あ
る
。

釜
石
南
（
岩
手
第
二
）

母
校
夏
の
敗
戦
を
糧
に
成
長

し
、
競
。
勝
つ
。

小
野
監
督
談

「
一
死
を
取
る
大
切
さ
」
を

教
訓
に
、
強
豪
私
立
校
に
挑
ん

だ
。
東
北
、
盛
岡
附
、
学
法
石

川
と
、
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
生

か
し
勝
ち
進
み
、
決
勝
戦
釜
石

南
に
臨
ん
だ
。
2
対
1
の
勝
利

は
3
1
年
ぶ
。
三
度
目
の
東
北
制

覇
。
部
員
2
7
人
の
　
「
負
け
ら
れ

な
い
」
と
い
う
気
迫
の
勝
利
だ
っ

た
と
思
う
。

全
国
選
抜
、
後
藤
ホ
ー
ム
ラ
ン

1

第
2
6
回
明
治
神
宮
大
会

東
北
優
勝
の
秋
高
硬
式
野
球

部
は
、
そ
の
後
（
日
月
4
日
よ

。
）
初
の
全
国
選
抜
明
治
神
宮

大
会
に
出
場
。
一
回
戦
松
山
商
、

二
回
戦
福
井
商
と
対
戦
。
投
手

後
藤
は
ホ
ー
ム
ラ
ン
二
本
を
か
っ

飛
ば
し
た
。

一
回
　
戦

秋

　

田

1

1

1

0

1

4

1

松

山

商

0

2

0

0

0

0

0

92

こ
の
こ
と
が
彼
を
5
0
年
も
の

間
同
窓
会
幹
事
に
の
し
上
げ
、

秋
高
百
二
十
周
年
記
念
で
、
晴

れ
の
会
長
表
彰
に
つ
な
が
る
。

そ
し
て
前
後
三
度
の
業
界
表
彰

を
受
け
、
今
回
の
建
設
大
臣
賞

受
賞
の
栄
誉
を
招
く
。
3
0
数
回

を
数
え
る
わ
が
昭
五
会
で
は
い

つ
も
座
持
ち
の
明
る
さ
を
ふ
る

ま
い
、
酒
も
一
番
強
く
、
丈
夫

で
長
持
ち
し
て
い
る
。
今
年
で

数
え
の
米
寿
。
好
漢
長
寿
を
祈

る
や
切
で
あ
る
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

（
7
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

二
回
同
点
に
追
い
つ
か
れ
た

が
、
三
回
に
逆
転
。
五
回
に
は

四
番
後
藤
の
右
翼
本
塁
打
で
、

コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
へ
の
機
会
を

つ
く
っ
た
。

準
　
決
　
勝

秋
　
田
0
0
2
0
0
1
0
1
0

0

0

2

0

0

3

1

2

×

福
井
商

48

小
野
監
督
談

「
後
半
勝
負
と
な
っ
た
が
、

逆
転
さ
れ
、
1
2
安
打
を
放
ち
な

が
ら
、
得
点
に
結
び
つ
け
ず
リ

ズ
ム
を
つ
か
め
ず
に
、
決
勝
進

出
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

初
出
場
で
の
健
闘
は
賞
賛
に
催

し
た
。
」

暦
備前酒造本店
秋田県平鹿郡大森町字大森169
T E L O182－26－2004

備　前　雄　一
（昭和40年卒）

農薬・工業薬品
ドラッグストア・保険調剤

佐野薬品株式会社
〒010秋田市卸町三丁目4－2

代表取締役社長佐野元彦
（昭和49年卒）

専務取締役佐野公彦
（昭和52年卒）

取　締　役佐野克彦
（昭和59年卒）

株式会社飛良泉本舗　　長谷山内科医院　山　寺　酒　店

代表取締役社長

斎　藤　昭一郎
（昭和20年5卒）

秋田県由利郡仁賀保町平澤字中町59番地
TEL　仁賀保（0184）35－2031
FAX　仁賀保（0184）35－2030

（医）晴澄会

鴬　谷　病　院

理事長

鷺　谷　澄　夫
（昭和20年5卒）

栃木県宇都宮市下荒針町3618

T E L O286－48－3851

長谷山　　　博　　　山　寺　順　子
（昭和20年5卒）　　　　　　　（昭和30年卒）

秋田市中通3－3－43　　　〒010秋田市山王二丁目2－3

TEL0188－32－2248　　　　　　　TE L O188－24－1910

三
徳
実
業
株
式
会
社

社
長
畠

　

山

　

文

　

夫

（
昭
和
4
0
年
卒
）

〒
州
秋
田
市
卸
町
四
丁
目
八
一
十
一

電
話
（
〇
一
八
八
）
㈱
八
三
〇
四
㈹

夢クララ套錮麹

∬仰
健・廉・知・能・複・合・体

（ヲ千秋薬品株式会社
本社／〒010秋田市卸町4丁目9番5号

℡0188（65）0131㈹

代表取締役社長

青　山　順　吉
（昭和49年卒）

糖ト一名りおりペア」
高　橋　　基（昭和40年季）
〒010－16秋田市新屋天秤野4－8

TEL（0188）63－0438

平　和　薬　局

寺　田　秀　夫（昭和40年卒）

秋田市旭南一丁目上6　℡（0188）64－0044

茜蓋‡芸

谷琵享社

浩　霊

二

（
昭
和
4
9
年
卒
）

秋
田
市
卸
町
四
丁
目
八
番
十
四
号

T

E
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8
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世
の
中
に
は
、
運
の
い
い
人

が
い
る
。
人
生
は
縁
・
運
・
恩

で
決
ま
る
と
い
う
が
、
し
あ
わ

せ
な
こ
と
に
、
そ
の
ど
れ
に
も

恵
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

わ
が
人
生
、
振
。
返
っ
て
み

る
と
、
周
囲
に
す
ば
ら
し
い
人

物
が
数
多
く
い
た
の
に
、
最
も

微
力
な
私
に
、
な
ぜ
か
い
い
運

が
め
ぐ
っ
て
き
て
い
る
。
お
か

し
い
。
運
と
い
う
の
は
そ
ん
な

不
思
議
で
、
で
た
ら
め
な
も
の

な
の
だ
ろ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
が
、
こ
ん
な
形
で

飛
躍
的
に
普
及
す
る
と
も
思
え

な
か
っ
た
し
、
病
弱
な
私
自
身
、

そ
の
関
係
者
に
な
る
と
は
、
予

想
だ
に
し
な
か
っ
た
こ
と
だ
っ

た
。
い
い
時
期
に
め
ぐ
。
あ
い
、

生
き
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
思
い

は
強
い
。

○

こ
の
う
え
は
、
縁
を
生
か
し

て
、
お
世
話
尤
な
っ
た
方
々
へ
、

少
し
で
も
ご
恩
返
し
ら
し
い
こ

と
を
す
る
の
が
、
私
の
残
る
時

間
な
の
だ
ろ
う
。
運
に
支
え
ら

れ
た
私
に
は
今
、
と
に
か
く
あ

。
が
と
う
の
ひ
と
こ
と
よ
。
な

い
。
　
　
　
　
（
大
友
康
二
）

墓
．
王
l
一
事
1
－
≡
〓
■
王
■
l
≡
■
芸
l
E
至
I
書
【
≡
≡
　
〓
≡
芸
■
芸
己
≡
≡
一
芸
■
重
≡
一
重
≡
■
芸
．
芸
●
芸
■
茎
川
…
■
茎
－
1

人
間
の
財
産
と
は
億
単
位
の

ゼ
二
で
も
大
伽
藍
の
よ
う
な
邸

宅
で
も
な
い
。
心
底
か
ら
「
お

お
、
友
よ
」
と
呼
べ
る
人
間
何

番磯鶏議豪

渡　部　誠一郎

（昭25卒）

人
持
っ
て
い
る
か
だ
、
と
教
え

て
く
れ
た
先
輩
が
い
る
。

こ
の
言
に
従
え
ば
、
わ
が
大

友
康
二
君
は
名
実
と
も
に
「
お

お
、
友
よ
」
で
あ
。
、
私
に
と
っ

て
は
生
涯
、
掛
け
替
え
の
な
い

重
要
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
生

き
残
っ
た
方
が
先
発
し
た
方
の

葬
儀
委
員
長
を
や
る
と
約
束
し

て
い
る
仲
で
も
あ
る
。
目
下
、

彼
が
葬
儀
や
墓
に
つ
い
て
一
所

懸
命
に
勉
強
し
て
い
る
の
は
、

私
の
〝
そ
の
日
〟
　
の
た
め
に
備

え
て
呉
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
こ
れ
こ
そ
、
真
の
友

情
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

彼
と
の
出
合
い
は
昭
和
十
九

年
（
一
九
四
四
）
、
旧
秋
田
中

学
校
入
学
に
遡
る
。
文
字
通
り

の
大
男
で
や
や
ノ
ツ
ペ
リ
し
た

顔
つ
き
の
秀
才
で
あ
っ
た
。
実

兄
が
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
で

修
学
中
、
と
い
う
の
も
「
な
る

ほ
ど
」
　
と
領
け
る
偉
才
で
あ
っ

た
。
勉
学
良
し
、
ス
ポ
ー
ツ
万

能
、
歌
も
唄
も
良
く
、
詩
ま
で

詠
む
。
加
え
て
セ
ン
ス
抜
群
、

平成6年度決算書
《収入の部≫

科　　　目　6年度予算額　6年度決算額

1．入　会　金　3，312，000　3，319，200
2．年次会費　1，350，000　1，410，000
3．役員会費　1，800，000　2，010，000
4．協賛広告収入　　680，000　　540，000
5．基金運用収入　　　300，000　　386，075
6．寄　付　金　　10，000　　　50，000
7．雑　収　入　　　25，000　1，743，535
8．繰　越　金　4，228，637　4，228，637
台　　計　11，705，63713，687，447

《支出の部≫

科　　　目　6年度予算額　6年度決算額

1．事　務　費　2，290，000　2，202，558
2．会　議　費i2，400，00012，046，465
3．事　業　費　3，900，000　6，332，233
4．基　　　金　2，000，000　1，000，000
5．雑　　　費　　270，000　　151，186
6．予　備　費　　845，637　　　　　　0
台　　計　11，705，63711，732，442

収入総額一支出総額＝差引残高（次年度へ繰越）

13，687，447　－11，732，442　＝1，955，005円

平成7年度予算書
《収入の部≫

科　　　目　6年度予算額　7年度予算額

1．入　会　金！3，312，000】3，340，000

2．年次会費［1，350，000i
3．役員会費　1，800，000
会　　　費　　　　　　　8，800，000
4．協賛広告収入　　680，000　　730，000

5．基金運用収入［　300，000】　300，000
6．寄　付　金I lO，000j lO，000
7．雑　収　入　　　25，000　　　25，000
8．繰　入　金　　　　　　　1，000，000
9．繰　越　金　4，228，637　1，955，005
合　　計　11，705，63716，160，005
《支出の部≫

科　　　目　6年度予算額　7年度予算額

1．事　務　費　2，290，000　4，490，000
2．会　議　費　2，400，000　2，550，000
3．事　業　費　3，900，000　8，800，000
（だより発行）（1，500，000）（6，300，000

4．基　　　金　2，000，000　　　　　　0
費　　270，000　　270，000雑5

845，637　　　　50，005費備予だU

合　　計　11，705，63716，160，005

大

友

康

二
氏
と
私

小
野
崎
　
孝

輔
　
（
昭
2
5
卒
）

天
上
は
る
か
に
太
平
山
の
…

…
と
五
十
年
前
に
大
声
を
張
。

上
げ
て
校
歌
を
歌
っ
た
、
つ
ま

り
氏
と
私
は
秋
田
高
校
同
期
の

桜
で
す
。
人
生
旅
行
の
節
目
に
文
部
大

臣
賞
の
受
賞
、
六
十
五
歳
の
一

里
塚
を
見
事
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

I
　
■
　
l
　
●
　
l
　
●
　
l
　
■
　
t
l
t
l
l
l
l
l
l
l
．
■
　
I
　
●
　
t
t
　
．
　
　
●
t
l
　
■
　
t
t
t
l

友
情
に
厚
い
こ
と
人
一
倍
だ
っ

た
。
こ
ん
な
男
を
授
け
て
く
だ

さ
っ
た
天
上
の
神
に
感
謝
し
、

そ
れ
を
よ
い
こ
と
に
こ
の
五
十

一
年
間
、
お
世
話
に
な
っ
て
き

た
。
そ
の
彼
が
表
彰
さ
れ
た
と

い
う
。
こ
ん
な
嬉
し
い
こ
と
は

な
い
。
お
め
で
と
う
。

（
秋
田
市
立
千
秋
美
術
館
長
）

わ
れ
わ
れ
昭
和
二
十
五
年
度
秋

田
高
校
同
期
の
桜
全
員
は
、
心

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

暖
か
い
眼
差
し
、
ソ
フ
ト
な

語
。
口
、
握
手
の
力
強
さ
、
温

厚
篤
実
そ
の
ま
ん
ま
の
氏
は
同

年
輩
で
あ
り
な
が
ら
、
な
に
か

兄
の
よ
う
な
、
そ
し
て
時
に
は

父
親
の
よ
う
な
感
じ
を
受
け
る

こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。
氏
の
心

の
寛
さ
ゆ
え
で
し
ょ
う
か
。

意
外
な
こ
と
に
と
言
っ
て
は

失
礼
で
す
が
、
氏
は
作
詞
家
と

し
て
も
ま
た
、
有
名
で
す
。

小
生
も
作
曲
家
と
し
て
御
好

誼
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

〝
人
は
皆
旅
人
な
の
さ
〟
は
二

人
で
創
っ
た
最
初
の
曲
で
、
若

い
人
達
に
愛
唱
さ
れ
て
い
る
の

だ
そ
う
で
す
。
〝
君
よ
輝
け
〟

泉
沖
学
校
…
…
〝
き
ら
め
い
て

旅
美
わ
し
く
〟
中
通
高
看
の
校

歌
尾
崎
小
・
船
岡
小
校
歌
等
々
、

若
者
に
贈
る
優
し
さ
に
溢
れ
た

氏
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
私
の
心

を
動
か
し
、
滑
ら
か
に
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
引
き
出
し
て
く
れ
ま
す
。
秋

高
同
期
の
つ
ど
い
に
、
こ
ん
な

詞
も
あ
り
ま
し
た
『
㌦
過
ぎ
た

昔
は
忘
れ
て
も
、
友
情
変
わ
ら

ぬ
友
よ
友
、
若
い
の
浮
世
に
肩

よ
せ
て
、
暮
ら
す
生
命
の
あ
た

た
か
さ
、
あ
あ
こ
ん
な
男
に
な

り
ま
し
た
〟
…
…
立
派
な
男
に

な
り
ま
し
た
ね
え
。

氏
の
受
賞
に
心
か
ら
の
敬
愛

の
念
を
こ
め
て
、
お
め
で
と
う

を
申
し
上
げ
ま
す
。

年
次
別
会
費
納
入
状
況

初
年
度
極
め
て
順
調

単位：円

金　額

2，000

4，000

4，000

16，000

4，000

22，000

12，000

22，000

18，000

34，000

54，000

50，000

58，000

74，000

86，000

64，000

120，000

130，000

114，000

112，000

172，000

146，000

130，000

192，000

164，000

230，000

166，000

102，000

112，000

208，000

14，000

222，000

304，000

356，000

216，000

397，000

354，000

307，000

制
数

1

2

2

8

2

日

6

日

9

1

7

2

7

2

1

2

8

3

5

3

g

3

2

6

0

6

5

5

7

5

2

8

0

7

2

6

5

9

6

8

2

0

7

8

3

5

1

5

2

0

0

7

0

2

4

8

7

6

0

5

9

0

6

5

5

2

日

　

件

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

　

　

　

　

1

　

1

1

1

1

1

1

1

全

卒
卒
5
4

薫

‖

1

2

㍍

1

5

2

3

。

5

6

7

8

。

1

。

。

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

1

7

1

8

1

。

2

。

．

昔

≡

㌶

2

7

2

8

㌶

3

1

和昭

金　額

272，000

218，000

322，000

351，000

322，000

301，000

236，000

236，000

304，000

206，000

368，000

270，000

205，000

242，000

225，000

138，000

171，000

240，000

166，000

164，000

132，000

148，000

124，000

132，000

90，000

132，000

108，000

200，000

126，000

174，000

174，000

172，000

230，000

210，000

266，000

2，000

4，000

154，000

数

日

5

4

5

4

6

2

2

6

4

3

0

4

1

8

3

8

0

1

7

1

2

8

9

1

1

4

1

3

6

4

8

0

1

9

8

3

8

2

6

6

7

0

6

2

6

6

4

4

6

4

5

2

0

0

6

3

8

7

8

5

8

6

1

5

0

5

2

5

1

2

7

7

件

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

　

1

　

　

　

　

　

1

　

　

1

1

1

薫

霊

票

3

8

㍊

4

1

4

2

霊

4

5

4

6

4

7

4

8

4

。

≡

5

3

5

4

㌶

㌶

㌶

6

1

6

2

㌢

2

。

4

5

6

成平

定時制・通信制

件数　　金　額

12　　24，000

6　　12，000

2　　　4，000

2　　　4，000

1　　　2，000

22　　44，000

15　　30，000

8　　16，000

7　　18，000

8　　16，000

9　　18，000

4　　16，000

4　　　8，000

4　　　8，000

5　　10，000

2　　　4，000

3　　　6，000

1　　　2，000

4　　　8，000

2　　　4，000

6　　12，000

1　　　2，000

1　　　2，000

3　　　6，000

1　　　2，000

2　　　4，000

2　　　4，000

2　　　4，000

1　　　2，000

1　　　2，000

1　　　2，000

1　　　2，000

2　　　4，000

年次
定・中心校
昭和21
23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

夜間部
昭和24
25

26

通信教育
昭和34
35

38

40

41

42

定・大正寺
昭和28
29

30

31

定・戸米川
昭和30
定・雄和
昭和33

年次　　　件数　　金　額
昭和34　　　1　　2，000
35　　　　1　　　2，000

36　　　　1　　　2，000

38　　　1　　　2，000

39　　　　1　　　2　000

1　　　2，000

55　114，000

2　　　4，000

定・川添
昭和37
旧職
不明

計　12，859，000円

ナ
か
す
〆
、

8
闇
幽

闇
■
■
■
日

嗣

　

同

胞

阪田

ヤ田｝
岡
闘田

十

　

㌦

ナ

図

鑑
ロ■日
田
ヽ

媚日

！藩主キ‡㍉
■鼠＿⊥＝＝

鷲

磯建細腰嘲
、・

。．鰻　喘思　けT　“ヰ

忘　由　　努　骨聯郡酢

化粧直しをした
古村先生の碑・

今年度会費納入のお願い

同
窓
2
万
名
の
皆
さ
ま
に
は
、

会
費
（
2
千
円
）
納
入
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
、
お
か
げ
さ

ま
で
、
右
表
の
よ
う
な
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

お
仕
事
の
多
忙
さ
そ
の
他
で
つ

い
お
忘
れ
に
な
っ
て
お
ら
れ
う

方
も
お
あ
り
と
存
じ
ま
す
。
一

応
〆
切
り
目
（
9
月
末
日
）
　
を

設
け
て
い
ま
す
が
、
年
中
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な

お
「
払
込
取
扱
票
」
を
お
無
く

し
の
方
に
は
、
普
通
の
　
「
郵
便

払
込
用
紙
」
　
に
、
次
の
事
を
明

記
し
て
、
お
送
り
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

明
記
す
べ
き
こ
と
。

1
、
口
座
番
号

O
N
g
O
　
（
…
甲
±
3

2

、

金

額

　

2

0

0

0

円

（
五
年
分
1
万
円
の
方
あ
。
）

3
、
加
入
者
名

秋
田
県
立
秋
田
高
等
学
校
同
窓
会

会
長
　
丸
山
　
　
健

4
、
卒
業
年
次
T
、
S
、
H
年

5
、
郵
便
番
号

6
、
住
所

7
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

8
、
電
話

の

中

、

4

、

5

、

6

、

7

、

8
は
通
信
欄
に
ご
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
同
窓
会
払
込
取
扱
票

を
欲
し
い
方
は
、
直
接
お
申
し

込
み
下
さ
い
。
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こ1

瀾
溺
瀾
瀾
鰯
増

野
十
十
十
十

、
・
H
ハ
こ
．

園
田

■

■

■

■

■

■

l

S
S
S
S
喜
■
S
喜
l
喜
l
l

S
S
M
”
○
○

1．心、‥約一

司
肇

・

1

ィ

群
溌
頻
薫
竃
等
畠
善
悪

ヰ

碁

　

　

鍋

　

が

■
■

増
肇
㌣
点
遥
■
■
■

・
・
　
－

礫i
■

田ノ
す

田畠　扇

十を∵

日

［
＝
り

田
評

1
リ
1
、

瀾
澤
1
r
飛
熱
道

男
攣
苓
草
表
嶺

瑠

牢

室

長

骨
ポ
蒜

群
頴
蔦
ち
ぢ
”

■
■

1
．

．
賀
田

［
】

発
動
同朋．

□
【
日
日
劃

国
師
馳

■
闇
　
闊
開

巻
㌢

闘
m
H
H
日
田
田

岡
臼
　
田
．
田

同
は
遥
回
書
調

音
器
は
同
胞

徳

田
闊
悶
田

日

園
嗣
り
椚
り
Ⅷ

＿

士
＋

日
悶
”
】

日

岡

相
関
園
田

淘

十
十
鶏

ノ
／

■

田
肝
馳
ほ

由喜■■■P－【－i享と＝＝＝＝＝＝＝＝二m　　　．
ロ

秋田高校同窓会進級支部一　題
平成7年度総会
ロロla

S

S

S

■

■

8

S

S
S
S
l

ナ
ノ
十
十
㌧
㍉
十
十
十
㌧
ナ
　
ナ

秋
の
日
が
柔
ら
か
く
西
に
傾

い
た
1
0
月
1
4
日
、
大
阪
の
郊
外

サ
ニ
ー
ス
ト
ン
ホ
テ
ル
に
、
田

口
事
務
局
長
並
び
に
松
岡
学
校

長
を
お
迎
え
し
て
、
近
畿
支
部

総
会
が
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。

集
う
者
3
4
名
、
県
人
会
始
め
在

阪
の
関
係
各
位
の
ご
来
臨
も
頂

き
、
田
口
局
長
と
松
岡
校
長
か

ら
同
窓
会
と
母
校
の
現
況
を
つ

ぶ
さ
に
伺
う
う
ち
、
野
球
部
の

東
北
大
会
優
勝
の
ひ
と
き
わ
高

い
お
声
に
会
場
は
一
気
に
盛
。

あ
が
っ
た
。
な
に
し
ろ
当
地
区

は
例
の
大
震
災
に
よ
る
物
心
両

面
の
ダ
メ
ー
ジ
に
、
い
さ
さ
か

憮
件
の
感
あ
る
と
こ
ろ
へ
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
は
、
会
員
た
る
者
大

い
な
る
明
る
い
希
望
と
し
て
心

に
受
け
と
め
た
。

校
歌
や
高
校
讃
歌
が
流
れ
る

中
、
来
賓
を
囲
み
、
或
い
は
会

員
互
い
に
旧
交
を
温
め
な
が
ら
、

日
の
暮
れ
る
の
も
忘
れ
て
歓
を

尽
く
す
う
ち
に
時
間
も
尽
き
て
、

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
来
る
べ

き
春
の
再
会
を
約
し
っ
つ
、
三
々

五
々
、
秋
の
夜
長
の
延
長
戦
へ

と
散
会
し
て
い
っ
た
。

回
東
京
紫
紺
会

（

昭

1

3

卒ヽi．≠′

わ
か
ば
青
葉
に
囲
ま
れ
た
上

野
不
忍
池
の
は
と
。
「
山
下
」

で
一
年
ぶ
。
2
5
回
目
の
会
合
が
行
わ
れ
た
。
2
5
年
と
い
う
歳
月

は
戦
後
5
0
年
の
丁
度
半
ば
で
あ

る
こ
と
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
ば
、

麓
控
野
獣
』
露
説
袈
昇
並
帯
畳
藍
諾
辞
i
深
肯
無

田

断
凶
日
．
間
酬
胴
朋
脳

■

毒

㍉
隼

日
嗣
…
…
日
は
墟

瀾

冠

轡

鯵

乳

頭

崩

欄ヽ

瀾
題

ヽ
・
－
P
亡
．
恥
亜

ヽ
や

私
娼
溢
㌍

－
恨

・
弓
．
証
田
宅
患

田
圃
同
胞
周
回
闊

－

－
．

イ一十浩二

も1く

菩’
ヽ

日田
田
圃
酬
Ⅷ
爛
ほ

感
慨
は
更
に
深
く
、
恒
例
の
開

会
冒
頭
の
物
故
者
に
対
す
る
黙

藤
に
も
一
段
の
思
い
が
こ
め
ら

れ
た
。
秋
田
か
ら
馳
せ
参
じ
て

く
れ
た
菅
原
君
の
音
頭
で
盃
を

挙
げ
、
同
君
か
ら
母
校
の
現
況
、

い
ま
な
お
ご
健
在
で
あ
ら
れ
る

と
の
当
時
の
恩
師
川
端
、
寺
嶋

両
先
生
の
こ
と
、
在
秋
諸
兄
誰

彼
の
消
息
を
聞
き
往
時
往
事
を

偲
び
な
が
ら
お
互
い
の
近
況
を

語
ら
っ
た
。
そ
の
間
、
佐
藤
君

か
ら
「
日
本
列
島
の
諸
断
層
に

つ
い
て
」
　
の
造
詣
深
い
解
説
な

ど
一
段
と
盛
り
あ
が
る
と
こ
ろ

で
校
歌
と
校
友
会
歌
の
斉
唱
と

な
り
お
互
い
の
再
会
を
期
し
て

散
会
し
た
。
5
月
2
5
日
（
辻
記
）

後
列
右
よ
り
、

西
田
　
壮
吉

芸
摘
光
夫久

辻
　
　
　
裕

加
賀
谷
徳
治

中
山
　
　
茂

前
列

早
川
　
太
郎

平
沢
　
哲
夫

菅
原
　
繁
雄

進
藤
　
忠
男

斉
藤
　
淑
夫

蓬蓬

東
根
小

屋
の
木
造

校
舎
の
最

終
卒
業
生
。

（
こ
の
年

度
に
、
帝

都
を
震
撼

さ
せ
た
二

・
二
六
事

件
あ
。
。
）

卒
業
六
十

周
年
と

〝
喜
寿
〟

が
重
な
。

意
義
深
い

集
い
と
な

っ
た
。
1
0

月
1
3
日
、

秋
晴
れ
の

好
天
に
恵

ま
れ
て
、

場
所
も
八

橋
日
吉
八

幡
神
社
の

境
内
の
寿

楽
会
館

（
通
称
八

橋
老
人
い
こ
い
の
家
）
。

日
日
朝
刊
に
載
っ
た
二
つ
の

記
事
に
話
題
が
は
ず
ん
だ
。
そ

の
一
、
秋
高
三
十
一
年
ぶ
。
の

V
。
東
北
野
球
大
会
で
優
勝
、

来
春
の
選
抜
を
確
実
に
し
た
朗

報
で
、
近
畿
支
部
長
の
栗
谷
虞

同
期
生
の
世
話
活
動
を
応
援
す

る
た
め
に
も
、
甲
子
園
行
き
に

花
が
咲
く
。
そ
の
二
、
旧
ユ
ー

ゴ
担
当
の
国
連
代
表
明
石
康
氏

の
退
任
の
記
事
で
あ
。
、
氏
の

出
身
地
比
内
町
で
の
話
題
も
で

た
。
大
正
一
ケ
タ
生
ま
れ
の
同

期
と
し
て
の
共
通
の
思
い
に
貫

か
れ
た
人
生
観
。
傘
寿
ま
で
は

健
康
で
頑
張
ろ
う
と
の
合
言
葉

に
、
校
歌
を
合
唱
し
散
会
し
た
。

出
席
者
名

佐
藤
民
治
、
高
堂
五
郎
、
市
川

稔
、
渡
辺
純
一
郎
、
熊
谷
義
一
、

森
義
亮
、
佐
藤
岩
雄
、
目
黒
武

士
男
、
佐
藤
浮
治
郎
、
水
谷
勝

二
　
国
柄
年
男
、
小
野
静
男
、

信
田
昭
、
横
尾
五
郎
、
伏
見
武

治
、
小
川
宇
一
郎
、
伊
藤
馨

（昭和10年卒）卒業60年記念
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ト
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囲日

日

す

－

．
謬

■
l

t
．

l

、

ト

一

㍍

岡
田

叫
㌢
■

膠顎
日

虚
「
ヤ
・
1
◆
l
■
．
ン
：

尊
「
棺
∴
腔

．J・轟、、、げ

㍊汚群撃琴じ墾歎ア郡糊閻郡轢た閻潤野澤酬腎欄鞘摺昭

雄
会
を
千
秋
公
園
の
蒲
高
神
社

前
エ
ビ
ス
ヤ
で
行
っ
た
。
最
後

の
同
級
会
と
し
て
出
席
者
2
9
名
。

禰
高
神
社
に
拝
礼
。
来
年
か
ら

は
第
二
の
人
生
を
秋
田
中
心
で

行
う
こ
と
と
し
、
肩
を
組
み
、

校
歌
を
斉
唱
。
お
互
い
に
健
康

に
留
意
す
る
こ
と
を
誓
い
、
万

歳
三
唱
し
て
し
め
く
く
っ
た
。

後
列
右
よ
り
、

田
村
　
　
正

天
野
　
厚
平

大
竹
　
　
毅

和
井
内
貞
一
郎

庄
司
　
千
年

佐
藤
　
敏
英

伊
藤
　
卓
治

細
谷
一
雄

菅
原
　
弘
毅

吹
浦
　
忠
橘

菅
生
　
泰
輔

片鈴川渡
岡木村辺

中
列

中
野
金
之
助

井
上
　
重
三

鎗
目
　
英
司

境
田
　
雅
俊

飯
田
　
三
男

笹
尾
　
　
弘

三
川
　
敏
夫

前
列

小
泉
　
典
夫

八
代
　
伯
郎

赤
平
　
栄
三

小
熊
　
良
螢

佐
藤
　
　
武

黒
川
喜
代
治

三
浦
　
敬
一

境
田
稜
一

滅
船
鯛
の
会
　
慧
噸
謝
準
舶

1
0
月
2
1
日
、
あ
き
た
く
ら
ぶ

に
て
卒
業
5
0
周
年
記
念
大
会
が

開
か
れ
た
。

記
念
講
演
会
講
師
・
浴
風
全

病
院
長
　
大
友
英
一
氏
。

戦
後
5
0
年
だ
が
、
私
た
ち
も

卒
業
し
て
5
0
年
を
迎
え
た
。
よ

く
も
こ
ん
な
立
派
な
国
に
な
っ

た
と
考
え
る
人
も
、
ま
た
こ
ん

な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
と
思
う

人
も
い
て
感
慨
は
様
々
だ
ろ
う
。

大
友
氏
か
ら
椚
才
に
な
っ
た

私
た
ち
に
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

健
や
か
に
過
ご
す
べ
く
養
生
訓

十
ヶ
条
を
示
さ
れ
た
。
①
気
力

を
若
く
②
こ
せ
こ
せ
し
な
い
③

高
血
圧
に
注
意
④
太
ら
な
い
⑤

深
酒
を
慎
む
⑥
禁
煙
⑦
運
動
す

る
ー
速
足
⑧
日
記
を
つ
け
る
⑨

電
話
で
な
く
手
紙
で
書
く
等
々
、

一
同
耳
の
痛
い
こ
と
ば
か
。
で

あ
っ
た
。
　
　
　
（
山
谷
記
）

癌※誰某※※圭黒意

接骨牢肯※護真幸

㌫薬毒常㌣井守
ま

す　　　　　　　　　菰

獅
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イ

．て

擢
遠
等
議
書
領
韻
瑠
童
頚
頚

【二コ

椚

■

■

田

圃

欝

洋

品

※

諒

詰

■
、
∴
．
．
㍉
∵
∴
二
∴

、

　

　

、

．

　

．

　

　

　

　

、

．

・

．

雄
跳
患
闊
謬
凶
団

柑
凶

日
嗣
那
馴
齢
l

日
　
嗣
嗣
朗

鵠
駕肝
峯
翻
諦
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猫
　
日
一
　
閃
関
田

日
日
　
開
田
馳

頂
溜
鉦
田
圃

詳
甜
軌
g
　
園

田
■
Ⅷ
閥
は

Ⅶ
娼
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悶
肥
田
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院長佐　藤　頼　雄
（昭和19年卒）

南秋田郡若美町払戸字渡部14－3

TEL O185（46）3013

取締役社長

橋　本　英　銭
（昭和19年卒）

秋田市卸町三丁目1番11号
TEL O188（65）17　8　8

FAX O188（63）7　5　7　4

外科・内科

東海林医院

東海林　　博
（昭和29年卒）

由利郡大内町岩谷町字日渡245
TE L O184－65－2005
FAX O184－65－3681

秋
田
市
卸
町
四
一
七
一
七

船木清治税理士事務所
株式会社船木会計センター
（旧社名　株式会社中央経営計算セ／ター）

専務取締役
事　務　長

船　木　紀　生
（昭和50年卒）

〒010－16秋田市新屋松美ガ丘北町3番24号
TEL O188（63）7744
FAX O188（63）9828

≡：I≡

公害対策のエキスパート

集　務　内

◎作■叶壌測定、測定にともな

◎水干分析－
エ■耕水、一般排水、土壌、飲料

◎ぱい燻測定

◎騒音、撥勤の測定

秋田環境測定センター株式会社
秋田市川尻御休町1ト14℡0188（飢）1281

森　　　洋（昭和50年卒）
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固
開
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因
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固
。
固

身

ヰ

　

串

十

十

阜
顎㍉
∵

田
闊
凶

■
臨
悶
闊
岨
国

闊
u

－

－＋＋

‡十十十ぺネキ∴ナ∵　＋ネ

十十十十十　＋　ナ十十十

ふ
∴
　
本
戦革

澗9
月
1
6
日
、
八
十
期
会
記
念

総
会
が
さ
と
み
温
泉
で
開
催
さ

れ
た
。
参
加
者
1
0
1
名
。
恩
師
は

深
井
、
菅
原
、
畑
澤
、
山
下
、

今
江
、
最
上
、
木
村
、
館
岡
、

山
谷
の
諸
先
生
。

当
日
午
後
、
母
校
訪
問
。
土

曜
日
に
も
拘
わ
ら
ず
、
松
岡
校

長
、
斎
藤
教
頭
の
挨
拶
、
案
内

を
頂
き
、
同
窓
会
館
で
は
事
務

局
長
の
説
明
が
あ
っ
た
。
恵
ま

れ
た
時
代
に
納
得
し
た
が
、
思

え
ば
遠
い
わ
れ
ら
が
駅
前
校
舎

だ
っ
た
。
華
の
女
子
一
期
生
9
名
、
県

軒誓中十薫イ患飽」一細”－『

外
か
ら
も
鹿
児
島
の
北
川
（
村

山
）
幸
、
大
阪
の
嶋
田
（
鐙
）

を
は
じ
め
3
0
名
の
出
席
が
あ
。
、

一
段
と
弾
み
が
つ
い
た
。

還
暦
の
神
事
。
記
念
撮
影
。

開
会
、
物
故
者
4
4
名
に
黙
繭
。

東
海
林
代
表
挨
拶
、
大
震
災
西

宮
市
在
住
豊
田
　
（
小
泉
）
　
の
音

頭
で
乾
杯
。
恩
師
の
言
葉
に
う

な
ず
き
、
熟
年
た
け
な
わ
、
意

気
軒
昂
が
遅
く
ま
で
続
い
た
。

締
め
は
菅
原
の
エ
ー
ル
で
母
校

讃
歌
。
尚
二
次
会
、
翌
日
2
3
名

参
加
し
た
ゴ
ル
フ
も
盛
況
で
あ
っ

た
こ
と
を
付
記
す
る
。

昭五会の記　一卒業から65年一

番
離
日卑

田

パ
㍉
∴
轡
阜
ヰ

l

卒
業
以
来
6
5
年
の
わ

れ
わ
れ
は
、
昭
五
会
を

．
い
つ
も
の
千
秋
会
館
で

開
い
た
。

田
　
今
年
は
オ
ー
ス
ト
ラ

匹
　
リ
ア
か
ら
出
席
し
た
友
、

図
〇
8
日
発

9
∴
∵
二
二

閉
閻
闇
朋
閲
は

■
■
四

n
　
因田

口
■
■
■
嗣

£
終
堀
、
露
…

1．1111

鞍

や　ナ　　ネふ

国＝　　　率

、＿．ヽh．－－＿＿＿

■

．
も

t
．

患
疑
団
日
田
。
一
因

1．

十！　　　ナH

ナ　　ナ

■ロ
■

ム料ふ？

l

円
H

卒
業
以
来
初
め
て
横
手

市
か
ら
参
加
し
た
君
、

酒
田
市
か
ら
久
々
の
君
、

能
代
・
湯
沢
・
羽
後
よ

り
参
会
の
常
連
、
秋
田

市
住
を
加
え
た
総
勢
1
5

名
の
顔
合
わ
せ
。

本
間
幹
事
の
司
会
に

よ
り
、
今
年
の
物
故
者

－
平
川
栄
三
、
斉
藤
善

次
郎
、
佐
藤
栄
司
の
三

君
の
霊
に
黙
稿
を
捧
げ
、

つ
い
で
会
務
、
会
計
の

報
告
が
な
さ
れ
た
。
今

年
度
は
宴
の
始
ま
る
前

に
懐
か
し
い
校
歌
「
天

上
遥
か
に
」
　
を
斉
唱
し

て
六
十
五
星
霜
に
思
い
巡
ら
せ

た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
駆

け
つ
け
た
若
木
君
の
乾
杯
の
音

頭
、
本
間
氏
よ
。
安
倍
興
さ
ん

の
米
寿
を
祝
っ
て
の
乾
杯
が
続

く
。
安
倍
さ
ん
が
恩
師
古
村
精

一
郎
先
生
の
一
言
の
救
い
で
今

日
の
自
分
が
あ
る
と
い
う
話
に

耳
を
か
た
む
け
た
。
、
自
分
史

「
わ
が
山
路
」
　
を
著
し
た
柏
谷

幸
治
郎
君
の
こ
と
な
ど
語
ら
れ
、

再
会
を
記
し
て
散
会
し
た
。

（
来
会
者
）

若
木
重
彦
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
、

高
橋
孫
四
郎
（
横
手
市
）
、
三

森
福
治
（
酒
田
市
）
、
高
橋
信

光
（
能
代
市
）
、
和
賀
茂
（
湯

沢
市
）
、
柴
田
興
太
郎
（
羽
後

町
）
、
安
倍
興
、
相
沢
謙
一
、

伊
藤
武
雄
、
大
嶋
秀
太
郎
、
桜

田
正
吉
、
笹
山
秀
武
、
本
間
善

次
郎
、
宮
崎
政
一
、
藤
本
儀
一

（
藤
本
記
）

昭
缶
卒
岡
期
会
問
催
さ
れ
る

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一二二－
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1
卜
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円
日
日
日
日
l
H
U

［
円
日
日
H
H
U

一　十　十　十ナ

∩
日
日
日

田
日
日
日
日
】
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麒轍擁嫡出鰯環闊

★十1

昭
2
5
年
卒
の
第
1
9
回
同

期
会
は
9
月
2
3
日
（
土
）
、

8
4
名
が
参
集
。
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。
猪
股
一
也
君

の
音
頭
で
校
歌
斉
唱
、
柳

沢
格
君
の
リ
ー
ド
で
同
期

会
歌
合
唱
。
本
年
逝
去
の

武
田
良
二
、
佐
々
木
「

渡
連
茂
雄
君
を
含
め
て
5
4

名
の
物
故
会
員
へ
の
黙
痛

の
あ
と
記
念
撮
影
。
渡
部

誠
一
郎
代
表
幹
事
の
あ
い

さ
つ
、
恩
師
・
来
賓
か
ら

お
言
葉
を
頂
い
た
。
丸
山

健
同
窓
会
長
か
ら
、
同
窓

会
規
約
改
正
、
会
費
制
導

入
、
新
し
い
同
窓
会
へ
の

脱
皮
に
つ
い
て
、
松
岡
学

校
長
か
ら
、
現
況
報
告
と

秋
田
高
校
の
継
承
と
健
全

な
人
間
形
成
を
、
田
口
同

窓
会
事
務
局
長
か
ら
9
月

1
0
日
現
在
の
会
費
納
入
状

況
、
本
年
度
の
計
画
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
県

外
会
員
を
代
表
し
て
今
野

弘
君
の
乾
杯
で
9
時
ま
で

尽
き
ぬ
友
情
を
汲
み
か
わ

し
、
遠
来
の
荒
井
献
君
の

締
め
で
閉
会
し
た
。

（
田
中
孝
・
小
林
良
弘
記
）

密輸”ヤ舟

Tで、‾！・’

昭

3

0

年

卒

多
彩
に
四
十
周
年
を
挙
行

昭
和
3
0
年
卒
の
一
同
約
百
名

が
集
い
、
8
月
1
4
日
記
念
行
事
・

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
た
。

一
、
公
開
講
演

「
ス
ポ
〓
抄
を
語
る
」

加
賀
谷
照
彦
氏

（
3
0
年
卒
・
埼
玉
大
教
授
）

卒
後
4
0
周
年
記
念
の
一
つ
と

し
て
、
同
期
生
の
埼
玉
大
教
授

加
賀
谷
照
彦
氏
の
公
開
講
演
を

県
正
庁
で
行
っ
た
。

お
盆
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約

霊
墓

「
二
十
一
世
紀
ま
で
は
元
気
で
」

「
遅
い
春
」
　
「
故
郷
の
水
点
描
」

「
今
も
青
春
」
　
「
命
あ
る
限
。
」

な
ど
様
々
な
思
い
が
綴
ら
れ

い
る
。
思
い
出
は
遠
く
か
つ

し
い
…
…
こ
の
文
集
は
そ
の

と
を
物
語
っ
て
い
る
。・

ト
儀
サ
Y
音
き
き
音
茎
書
善
書
．
H
き
い
等
H
数
㌢
き
喜
㌢
鼠
軋
計
も
駁
㌢
軒
齢
射
計
駁
㌢
駁
影
針

て美こ

三
、
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

中
山
健
、
畑
澤
潤
一
、
山
谷

浩
二
、
小
松
元
也
の
各
恩
師
の

先
生
を
お
迎
え
し
、
約
百
名
が

参
加
し
て
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
4
0

周
年
を
記
念
し
パ
ー
テ
ィ
ー
を

挙
行
し
た
。
　
　
（
松
岡
記
）

■■
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苦
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囚［コ

日
口
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ヰ
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■

【……u

泌ノ．
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1亡、・
日

日
。

ロ
日
日
l
l

三
百
名
の
聴
衆
が
集
ま
。
「
ス

ポ
ー
ツ
で
生
き
生
き
エ
ン
ジ
ョ

イ
ラ
イ
フ
」
　
と
題
す
る
講
演
に

耳
を
傾
け
た
。

氏
の
明
快
な
ス
ポ
ー
ツ
理
論

は
、
平
成
1
9
年
に
国
体
開
催
が

ほ
ぼ
決
定
し
た
本
県
に
と
っ
て

貴
重
な
提
言
で
あ
っ
た
。

二
、
「
現
代
版
・
今
昔
物
語
」

記
念
文
集
を
発
行

「
茫
々
4
0
年
、
こ
の
日
の
再

会
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
見
つ
け
よ
う
。

4
0
年
前
の
青
春
の
輝
き
の
中
に

己
を
確
認
し
、
こ
れ
か
ら
を
色

濃
く
生
き
よ
う
…
…
。
」

こ
の
よ
う
な
序
文
に
始
ま
る

小
冊
子
に
は
、
7
4
名
の
近
況
と
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昭
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摘
出
野
球
部
が
畑
辞
で
全
県
制
覇

準
決
勝
　
秋
田
1
4
－
3
秋
工

（
八
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

決
勝
　
秋
田
3
－
2
能
代

＿　　　＿　ニ＿＿＿

第
四
十
七
回
秋
季
東
北
地
区
高
校
野
球
県
大
会
（
硬
式
野
球
）
と
、
第
四
十
回
全
県

高
校
軟
式
野
球
秋
季
大
会
で
、
本
校
の
両
野
球
部
が
優
勝
し
た
。
硬
式
は
、
七
年
ぶ
。

十
度
目
、
軟
式
は
、
三
年
ぶ
り
七
度
目
の
優
勝
と
な
る
。

・≠lPtt

シ

裏

軟式野球部
主将

佐藤　弘樹

【
硬
式
野
球
】

＝
秋
季
中
央
地
区
大
会
＝

2
回
戦
　
　
秋
田
9
－
1
秋
南

（
七
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

準
々
決
勝
　
秋
田
1
0
－
9
本
荘

準
決
勝
　
　
秋
田
1
3
－
7
秋
商

決
勝
　
　
　
秋
田
6
－
3
経
附

（
五
年
ぶ
。
の
優
勝
）

＝
秋
季
全
県
大
会
＝

2
回
戦
　
　
秋
田
7
－
0
能
工

（
七
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

準
決
勝
　
　
秋
田
8
－
1
鳳
鳴

（
七
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

決
勝
　
　
　
秋
田
9
－
3
秋
商

触
覧
繍
柵篭・

．

　

・

硬式野球部
主将

鎌田楽央

九
月
二
十
一
日
か
ら
四
日
間

に
渡
っ
て
行
わ
れ
た
全
県
大
会

で
は
七
年
ぶ
。
十
度
目
の
優
勝

を
果
た
す
こ
と
が
出
来
た
。

中
央
地
区
大
会
で
は
結
果
的

に
優
勝
は
出
来
た
も
の
の
、
投
・

攻
・
守
の
歯
車
が
噛
み
合
わ
ず
、

思
わ
ぬ
大
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
教
訓
を
生
か

し
練
習
中
か
ら
気
の
抜
け
た
プ

レ
ー
に
徹
を
飛
ば
し
、
好
プ
レ
ー

は
全
員
で
称
え
る
、
そ
う
い
っ

た
雰
囲
気
作
。
を
徹
底
し
た
か

い
あ
っ
て
か
、
ま
ず
ま
ず
安
定

し
た
試
合
運
び
で
東
北
大
会
出

場
を
決
め
た
。

こ
の
大
会
で
は
、
序
盤
か
ら

中
盤
に
か
け
て
の
早
い
段
階
か

ら
相
手
投
手
を
攻
め
、
打
線
の

つ
な
が
り
も
出
て
優
位
に
試
合

を
運
ぶ
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た

全
試
合
、
相
手
を
少
な
い
得
点

に
抑
え
た
こ
と
、
主
戦
後
藤
が

調
子
を
取
。
戻
し
好
投
し
た
こ

と
が
東
北
大
会
へ
つ
な
が
る
大

き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

が
、
そ
の
反
面
、
内
野
を
中

心
と
し
た
守
。
に
課
題
が
残
っ

た
。
決
勝
戦
で
の
三
失
策
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
の
他
に
も
記

録
に
は
表
わ
れ
な
い
ミ
ス
も
目

立
っ
た
。
東
北
、
そ
し
て
全
国

を
目
指
す
チ
ー
ム
に
と
っ
て
安

定
し
た
守
備
か
ら
生
ま
れ
る
リ

ズ
ム
の
必
要
性
と
、
基
本
の
大

切
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
大

会
で
も
あ
っ
た
。

【
軟
式
野
球
】

＝
秋
季
全
県
大
会
＝

1
回
戦
秋
田
1
4
－
3
本
荘
下
郷

（
五
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

第
四
十
回
全
県
高
校
軟
式
野

球
秋
季
大
会
が
、
九
月
十
二
日

か
ら
、
能
代
球
場
で
行
わ
れ
、

秋
高
は
、
こ
の
大
会
で
三
年
ぶ

。
七
回
目
の
優
勝
を
飾
る
こ
と

が
で
き
た
。

本
校
は
、
決
し
て
前
評
判
の

高
い
チ
ー
ム
で
は
な
か
っ
た
が
、

優
勝
に
結
び
つ
い
た
の
は
、
投
・

攻
・
守
に
均
整
の
と
れ
た
力
を

出
せ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と

思
う
。
そ
れ
と
、
中
学
時
代
か

ら
力
の
あ
る
選
手
が
揃
っ
て
お

。
、
個
々
の
力
を
最
大
限
に
出

し
切
れ
ば
、
一
波
乱
起
こ
せ
る

ぞ
と
い
う
思
い
が
、
大
会
前
の

練
習
の
時
か
ら
、
み
ん
な
に
湧

い
て
き
て
、
チ
ー
ム
の
ム
ー
ド

も
よ
か
っ
た
。

大
会
で
は
、
初
戦
の
本
荘
下

郷
、
準
決
勝
の
秋
工
を
、
と
も

に
1
4
対
3
の
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム

で
降
し
た
。
特
に
秋
工
戦
は
、

昨
年
、
完
封
負
け
し
た
苦
い
思

い
が
あ
。
、
何
と
し
て
も
雪
辱

を
晴
ら
し
た
か
っ
た
。
今
大
会

は
、
秋
高
が
初
回
か
ら
小
刻
み

に
点
を
加
え
、
本
塁
打
を
含
む

打
線
が
爆
発
し
、
守
。
も
堅
く
、

チ
ー
ム
カ
ラ
ー
の
際
立
つ
一
方

的
な
試
合
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。決
勝
戦
は
、
秋
商
、
能
工
を

破
。
、
コ
マ
を
進
め
て
き
た
能

代
と
対
戦
。
夏
の
全
国
高
校
選

手
権
準
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
メ

ン
バ
ー
が
残
っ
て
い
る
チ
ー
ム

で
あ
る
。
初
回
い
き
な
り
先
制

さ
れ
、
〝
強
豪
〟
を
思
い
知
ら

さ
れ
た
が
、
秋
高
も
、
適
時
打

や
ス
ク
イ
ズ
な
ど
で
粘
り
、
つ

い
に
逆
転
に
成
功
。
な
ん
と
か

な
る
ぞ
の
思
い
が
湧
い
て
き
た
。

一
点
差
の
緊
迫
し
た
ゲ
ー
ム
が

続
き
、
こ
の
ま
ま
逃
げ
切
。
た

い
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
八
回

に
2
対
2
と
追
い
つ
か
れ
て
し

ま
っ
た
。
延
長
戦
が
ち
ら
と
頭

に
浮
か
ん
だ
が
、
そ
の
裏
す
ぐ
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．
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ゲ

水
泳
部
が
大
活
躍

－
水
泳
部
－
」
の
一
年
1

秋
大
附
属
中
水
泳
リ
レ
ー
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
、
大
場
怜
司

（
背
泳
ぎ
）
　
野
村
直
史
（
平
泳

ぎ
）
今
井
大
介
（
バ
タ
フ
ラ
イ
）

高
橋
俊
太
郎
（
個
人
メ
ド
レ
ー
）

の
四
名
が
本
校
水
泳
部
に
入
部
。

三
年
生
と
な
っ
た
ス
プ
リ
ン
タ

ー
葛
西
大
樹
、
二
年
生
中
堅
と

し
て
力
を
蓄
え
て
き
た
三
浦
信

に
こ
の
四
人
が
加
わ
り
、
六
人

の
リ
レ
ー
メ
ン
バ
ー
か
ら
四
人

を
状
況
に
応
じ
て
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
チ
ー

ム
力
を
各
大
会
で
発
揮
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
県
総
体
、
県
体
、

全
県
新
人
大
会
の
三
つ
の
県
内

大
会
で
、
優
勝
杯
を
手
中
に
し

た
。
・
全
県
総
体

6
月
2
9
日
～
7
月
1
日
横
手
市

4
1
回
目
に
当
た
る
こ
の
大
会

で
初
の
栄
冠
を
勝
ち
取
る
。
リ

レ
ー
三
種
目
を
制
し
た
が
、
殊

に
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
で
は
大
会

新
を
マ
ー
ク
し
、
気
を
吐
い
た
。

葛
西
は
五
十
M
自
由
形
で
三
連

表Sg週
日

田

＿一票騙g
灘　．田虫粛監溺湧
、　　　　．さ1折，ゾ．寸

インターハイ百メー
トル背泳ぎの大場君

覇
を
達
成
し
た
。

・
東
北
大
会

7

月

2

2

～

2

4

日

秋
田
市

彗■■■苺

チ
ー
ム
と
し
て
も
っ
と
も
気

合
い
を
入
れ
て
臨
ん
だ
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
で
、
標
準
記
録
に
届
か

な
か
っ
た
の
が
惜
し
ま
れ
た
が
、

個
人
種
目
で
大
場
怜
司
が
本
領

発
揮
、
背
泳
ぎ
二
種
目
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
権
を
得
た
。
百

M
で
は
予
選
4
位
通
過
を
決
勝

戦
で
巻
き
返
し
、
み
ご
と
に
優

勝
を
果
た
し
た
。

・
県
　
体
（
国
体
予
選
）

8
月
4
・
5
日
　
　
　
大
館
市

少
年
男
子
の
部
で
総
合
優
勝
。

豪
雨
の
中
で
優
勝
杯
を
授
与
さ

れ
る
。
葛
西
、
大
場
、
野
村
、

高
橋
の
四
名
が
国
体
選
手
と
な

る
。
・
国
　
体

9
月
9
～
1
2
日
　
　
　
郡
山
市

葛
西
大
樹
が
県
選
手
団
の
旗

手
を
務
め
た
。
大
場
怜
司
の
1
8

位
が
最
高
位
（
二
百
M
背
泳
ぎ
）

2
分
1
3
秒
8
7
は
県
新
記
録
、
自

己
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
大
幅
に
更

新
し
た
。
他
の
選
手
も
今
季
ベ

ス
ト
タ
イ
ム
を
多
く
記
録
し
た
。

・
全
県
新
人
大
会

9
月
1
5
・
1
6
日
　
　
五
城
目
町

新
チ
ー
ム
で
初
の
大
会
。
国

体
采
の
好
調
が
開
花
す
る
形
で
、

大
場
（
百
M
背
泳
ぎ
）
高
橋
俊

太
郎
（
四
百
M
個
人
メ
ド
レ
ー
）

八
百
M
リ
レ
ー
（
大
場
、
野
村
、

三
浦
、
高
橋
）
　
の
三
種
目
で
秋

田
県
新
記
録
を
マ
ー
ク
し
た
。

平
泳
ぎ
で
二
種
目
を
制
し
た
野

村
直
史
、
百
M
バ
タ
フ
ラ
イ
で

ラ
イ
バ
ル
と
競
り
合
い
、
大
会

新
記
録
を
出
し
た
今
井
大
介
の

活
躍
も
見
逃
せ
な
い
。
み
ご
と

総
合
優
勝
を
果
た
す
。

・
東
北
新
人
大
会

1
0
月
2
1
・
2
2
日
　
　
　
青
森
市

今
季
を
し
め
く
く
り
次
年
度

へ
の
手
応
え
を
確
か
め
る
こ
の

大
会
で
、
本
校
水
泳
部
は
東
北

総
合
三
位
の
賞
状
を
手
に
し
た
。

得
意
と
す
る
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

で
4
分
0
6
秒
3
1
　
（
3
位
）
　
の
好

タ
イ
ム
を
出
し
、
各
自
が
次
年

度
に
向
け
闘
志
を
新
た
に
し
た
。

主

な

成

績

全
県
高
校
総
体

▽
五
十
M
自
由
形
①
葛
西
＝
三

連
覇
▽
百
M
同
①
葛
西
▽
百
M

背
泳
ぎ
①
大
場
＝
大
会
新
▽
二

百
M
個
人
メ
ド
レ
ー
①
高
橋
▽

四
百
M
同
①
高
橋
▽
四
百
M
リ

レ
ー
①
▽
同
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

①
＝
大
会
新
▽
八
百
M
リ
レ
ー

①
▽
男
子
総
合
初
優
勝

東
北
水
泳
大
会

▽
百
M
背
泳
ぎ
①
大
場

県
　
体

▽
百
M
自
由
形
①
葛
西
▽
四
百

M
個
人
メ
ド
レ
ー
①
高
橋
＝
大

会
新
▽
二
百
M
平
泳
ぎ
①
野
村

▽
男
子
総
合
初
優
勝

全
県
高
校
新
人

▽
百
M
平
泳
ぎ
①
野
村
▽
二
百

M
同
①
野
村
▽
百
M
背
泳
ぎ
①

大
場
＝
県
新
▽
二
百
M
同
①
大

場
＝
大
会
新
▽
二
百
M
個
人
メ

ド
レ
ー
①
高
橋
＝
県
高
校
新
▽

四
百
M
同
①
高
橋
＝
県
新
▽
四

百
M
リ
レ
ー
①
▽
同
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
①
＝
大
会
新
▽
八
百
M

リ
レ
ー
①
＝
県
新
▽
男
子
総
合

初
優
勝

東
北
高
校
新
人
水
泳
大
会

▽
百
M
背
泳
ぎ
①
大
場
▽
二
百

M
背
泳
ぎ
①
大
場
＝
大
会
新

さ
ま
貴
重
な
適
時
打
が
出
て
、

優
勝
を
決
め
た
。

能
代
に
は
全
国
大
会
の
要
と

な
っ
た
投
手
が
お
。
、
噂
ど
お

。
打
ち
に
く
く
手
こ
ず
っ
た
。

し
か
し
、
わ
が
チ
ー
ム
の
投
手

の
ス
ロ
ー
カ
ー
プ
に
、
能
代
打

線
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
ず
、

抑
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら

に
、
堅
い
守
。
で
相
手
に
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
が
勝
因
だ
っ
た
と
思
う
。

好
ゲ
ー
ム
に
競
。
勝
っ
て
、

東
北
大
会
へ
の
出
場
権
を
得
た

こ
と
は
、
選
手
に
と
っ
て
大
き

な
自
信
と
な
っ
た
。
激
し
い
攻

め
と
、
堅
い
守
。
を
信
条
と
し
、

こ
れ
か
ら
も
一
戦
一
戦
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
。

礎
伊
藤
奈
都
子
さ
ん
が
全
国
3
位

l∴．
因

　

書

国
．

け‘H

舶恕
伊藤さん

第
四
十
二
回
N
H
K
杯
全
国

高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
が
、
今

年
も
連
日
猛
暑
の
東
京
で
開
か

れ
ま
し
た
。
地
方
大
会
か
ら
全

国
の
高
校
約
千
七
百
校
が
参
加
、

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
に
は
約
四
千

人
が
出
場
し
ま
し
た
。
「
西
の

甲
子
園
に
対
し
て
東
の
N
H
K

ホ
ー
ル
」
　
と
も
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
厳
正
な
審
査
を
重
ね
て
選

ば
れ
た
十
人
だ
け
が
、
N
H
K

ホ
ー
ル
で
の
決
勝
に
進
出
で
き

ま
す
。
自
分
が
そ
の
十
人
に
入

れ
た
の
は
、
本
当
に
ラ
ッ
キ
ー

で
し
た
。
私
は
こ
れ
が
最
後
の

大
会
だ
っ
た
の
で
、
秋
高
に
関

す
る
こ
と
を
読
も
う
と
思
い
、

選
ん
だ
題
材
は
校
史
資
料
館
。

本
番
は
殆
ど
緊
張
せ
ず
、
ホ
ー

ル
中
に
自
分
の
声
が
響
き
渡
る

の
は
、
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
快

感
で
し
た
。
お
ま
け
に
第
三
位

と
い
う
賞
ま
で
頂
き
、
い
さ
さ

か
出
来
過
ぎ
た
夢
物
語
の
よ
う

な
ひ
と
夏
の
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
。
最
後
に
こ
の
場
を
借
り

て
、
ご
指
導
下
さ
っ
た
先
生
や

先
輩
、
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た

友
人
や
後
輩
に
、
心
か
ら
感
謝

の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ポート・舵手付きフォア

インターハイ3位
「
児
玉
さ
ん
を
米
子
に
連
れ

て
行
こ
う
。
」
部
員
達
の
間
か

ら
自
然
に
出
て
来
た
声
で
あ
っ

た
。
児
玉
英
明
氏
に
は
本
校
ボ

ー
ト
部
を
三
十
五
年
の
長
き
に

わ
た
り
指
導
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
氏
の
故
郷
は
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
会
場
鳥
取
県
米
子
で
あ
る
。

舵
手
付
き
フ
ォ
ア
は
三
月
の

全
国
選
抜
で
二
位
に
な
っ
た
。

千
五
百
M
の
ラ
ス
ト
五
〇
M
で

熊
本
済
々
贅
に
抜
か
れ
た
の
で

あ
る
。
残
念
で
は
あ
っ
た
が
、

全
国
が
手
の
届
く
所
に
あ
る
こ

と
を
確
信
し
た
。
全
県
、
東
北

は
向
か
う
所
敵
な
し
で
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
駒
を
進
め
た
。
予
選
は

危
な
げ
な
く
勝
ち
進
み
、
準
決

勝
で
は
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
。
本
校

の
優
勝
は
衆
目
の
一
致
し
た
見

方
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
決

勝
で
波
乱
が
起
き
た
。
ス
タ
ー

ト
前
に
強
い
海
風
が
吹
き
出
し

た
の
だ
。
一
昨
日
は
、
こ
の
風

の
た
め
レ
ー
ス
を
中
断
し
て
い

た
。
本
校
の
レ
ー
ン
は
岸
に
近

哀
　
悼
　
（
敬
称
略
）

膿
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す

9
月
渡
辺

8
月
佐
々
木

1
0
月
商

1
0
月
浅
野

7
月
佐
久

7
月
市
橋

日
月
東
海
林

6
月
伊
藤

8
月
三
川

7
月
三
浦

7
月
大
田

9
月
安
東

7
月
布
川

7
月
佐
川

日
月
黒
沢

1
0
月
佐
藤

1
0
月
明
石

日
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浅
利

日
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宮
崎
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S
3
7
同
期
会

S
4
3
同
期
会

S
6
1
同
期
会

S
5
7
同
期
会

S
3
6
同
期
会

茨
城
支
部
総
会

羽
城
館
整
備
委
員
会

北
都
銀
行
支
部
総
会

S
2
9
同
期
会

羽
城
館
整
備
委
員
会

S
2
5
同
期
会

第
2
回
企
画
委
員
会

営
林
局
支
部
総
会

第
3
回
広
報
委
員
会

S
‖
同
期
会

近
畿
支
部
総
会

S
2
6
同
期
会

S
5
同
期
会

S
2
0
4
同
期
会

第
3
回
企
画
委
員
会

第
2
回
名
簿
委
員
会

第
3
回
財
政
委
員
会

く
、
返
し
波
の
た
め
最
も
荒
れ

て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
七
百
過

ぎ
ま
で
は
ト
ッ
プ
で
来
た
。
が
、

ゴ
ー
ル
に
向
か
い
ま
す
ま
す
激

し
く
な
る
波
に
オ
ー
ル
を
取
ら

れ
、
無
念
の
三
位
と
な
っ
た
。

全
国
制
覇
の
夢
は
後
輩
達
に

引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

5
日

7
日

1
8
日

2
9
日

1

2

月

2

日

追
分
三
叉
路
会

第
2
回
正
副
・
参

与
・
委
員
長
会
議

岩
手
支
部
総
会

第
2
回
理
事
会

男
鹿
支
部
総
会

事
務
局
走
よ
り

一
、
ま
だ
七
百
部
残
っ
て
い

る
「
同
窓
会
名
簿
」
　
の
処
理
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
今
後
（
日

月
よ
。
）
次
の
金
額
で
頒
布
す

る
こ
と
に
し
た
。
在
校
生
・
卒

業
生
と
も
に
、
千
円
。
郵
送
料

必
要
な
場
合
は
、
そ
れ
に
五
百

円
を
添
え
て
事
務
局
へ
。

二
、
百
年
史
も
百
部
程
、
ま

た
「
百
二
十
周
年
記
念
誌
」
　
も

三
百
部
程
残
っ
て
い
る
の
で
、

百
年
史
は
「
千
五
百
円
」
－
送

料
含
め
て
、
計
二
千
円
。
「
記

念
誌
」
　
は
一
冊
、
七
百
円
、
送

料
必
要
な
場
合
は
、
「
一
千
二

百
円
」
　
を
頂
戴
い
た
し
ま
す
。

二
冊
と
も
是
非
お
手
元
に
お

備
え
下
さ
い
。

田
8
日
8
回

同
窓
会
だ
よ
。
、
第
4
8
号
を

会
員
の
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
お

届
け
し
ま
す
。
記
事
が
多
く
6

面
か
ら
8
面
に
し
ま
し
た
の
で

1
0
日
程
遅
れ
て
し
ま
い
、
申
し

訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
　
「
集
い
」
　
の
原
稿
爆
発
的

に
多
く
な
。
ま
し
た
。
支
部
・

年
次
合
わ
せ
て
、
2
3
程
集
ま
。

ま
し
た
。
は
じ
め
四
面
を
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
先
輩
た
ち
の

す
ば
ら
し
い
ご
受
賞
が
あ
。
ま

し
て
、
三
面
1
5
程
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も

皆
さ
ま
、
文
学
的
な
構
成
で
枚

数
が
多
く
な
り
、
割
愛
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
申
し
訳
な

く
存
じ
て
お
り
ま
す
。
「
い
つ
、

ど
こ
で
…
…
」
　
を
中
心
に
、
同

窓
会
の
原
稿
用
紙
（
タ
テ
は
字

×
1
5
行
）
　
で
、
二
枚
程
度
に
、

今
後
お
願
い
で
き
れ
ば
、
幸
甚

で
ご
ざ
い
ま
す
。

で
は
皆
さ
ま
、
よ
い
年
を
お

迎
え
下
さ
い
。

な
お
、
失
礼
な
が
ら
残
。
の

年
次
を
次
号
で
扱
い
た
い
と
存

じ
ま
す
。
ご
め
ん
下
さ
い
。
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